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序 文

国の高速自動車道整備計画に基づき、佐久建設事務所が、安原地籍に於いて行う関越自動車道

上越線建設に関連する県道香坂中込線バイパス改良事業に伴い、同地籍の池畑・西御堂両遺跡の

緊急発掘調査が市教育委員会の委託・指導により 、佐久埋蔵文化財調査セソターで実施し、地元

関係者を始め多くの皆様のご協力とご努力により、昭和60年12月24日現地調査が終了いたしまし

た。おかげさまで本調査報告書にみられますように佐久地方の古代史解明に貴重な記録を残すこ

とが出来ました。

現在、佐久市には文化遺産である多数の遺跡が存在し、これらは現代に生きる私達に、佐久市

の古代の歴史を教えてくれるものであります。

私達は、この文化遺産の重要性を認識し、先人の遺業を偲ぶとともに、後世に伝達し将来への

進展を期すべきであろうと思います。高速交通網時代を迎へ、急速な開発が見込まれる現在、市

民生活の向上を計り、歴史的文化を尊重し、均衡のある発展と開発を柱に、めざす都市像実現に

努力して参りたいと考えております。

尚、本発掘調査に対しまして多大なご甚力を賜わりました黒岩忠男団長を始めとする調査団の

皆様、地元関係者の皆様のご労苦、また遺物鑑定にあたっては群馬県立前橋第二高等学校の宮崎

重雄先生のご協力に対し深く感謝を申し上げ厚く御礼を申し上げます。

昭和61年 3月

佐久市長

佐久市開発公社理事長 神津 武士

t
 



例 戸

1 本書は、長野県佐久市県道香坂中込線バイパス改良工事事業 （高速道路関連工事専用道路）

に伴う 、埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2 調査委託者

3 調査受託者

4 発掘調査所在地番

佐久建設事務所

佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査セソター

筒畑遺跡群池畑遺跡佐久市大字安原字池畑 717-1,719-1・ 2, 720-1 

猫久保遺跡群 西御堂遺跡 佐久市大字安原字西御堂 962-1・3, 966-2・3 

5 調査期間及び面積

池畑遺跡昭和60年11月15日-12月24日・昭和61年 1月6日-3月31日 1200m' 

西御堂遺跡 昭和60年11月28日-12月14日・昭和61年 1月6日-3月31日 480m' 

6 調査団の構成

事務局

佐久埋蔵文化財調査センクー

所 長木内捷

庶務係主任 晶山俊彦

庶務係 高橋純子

調査団

団 長 黒岩忠男 （佐久考古学会副会長）

調査指導者 林 幸彦 （佐久市教育委員会）

調査担当者 高村博文 （佐久埋蔵文化財調査センクー調査係主任）

調査主任 三石宗一 （ 同 上 調査係）

調査副主任 小山岳夫 （ 同 上 調査係）

調査員 井上行雄、大井今朝太、羽毛田伸博 （以上佐久考古学会員）。

発掘調査協力者

（五十音順） 青木しま子、浅沼ノプ江、遠藤しづか、土屋福男、角田芳通、内藤治

伸、中沢まさ江、並木ことみ、橋詰信子、細萱 ミスズ、森泉好治（佐久考古学会員）、

谷津高子、和久井義雄 （佐久考古学会員）。

整理調査協力者

（五十音順） 駒村英明、篠原浩江、土屋武徳、羽毛田卓也、橋詰信子、平林美津江、



細萱ミスズ、木内一徳 （小諸高校生）。

獣骨鑑定 宮崎重雄 （群馬県立前橋第二高校教諭）

地形・地質・石質指導 白倉盛男（佐久考古学会副会長）

遺物写真 畠山俊彦

7 本書の編集は、高村、三石、羽毛田が行い、執筆は第II章第 1節佐久市安原附近の自然環境

を白倉が、第2節遺跡の歴史的環境を黒岩が担当し、他の章については、三石宗一、羽毛田伸

博がそれぞれ分担し、文末に記して文責を明らかにした。

8 本書及び池畑遺跡 ・西御堂遺跡出土遺物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に

保管されている。

本調査において、安原区々長谷津延氏、堀籠常人氏、中島良夫氏をはじめ地元の方々には、

発掘調査中数々のご協力及びご援助をいただき、また、報告書作成にあたっては、下記の各氏

よりご指導 ・ご助言をいただきました。記して感謝の意を表します。

岩崎卓也、伊藤敏行、及川良彦、桐原健、笹沢浩、堤隆、花岡弘、比田井克仁、丸山謙司、

村田健二 （敬称略、五十音順）



凡 例

1 本書は、筒畑遺跡群池畑遺跡と猫久保遺跡群西御堂遺跡についての報告であるが、各遺跡の

遺構・遺物の記述は、それぞれ第IV章池畑遺跡の遺構と遺物、第V章西御堂遺跡の遺構と遺物

に分け、第 I 章発掘調査の経緯•第 II 章遺跡の立地と環境•第III章基本層序及び概要•第VI章調

査のまとめは、両遺跡の内容を併せて記述した。

2 竪穴住居址 （以下、本文中においても特別の場合を除いて住居址とする。） の記述について

は、検出位置の検出層序の重複関係の平面形態⇒覆土の壁 （壁溝を含む）の床面⇒柱穴〇炉 （位

置一残存状況→平面形態→層位→構材→その他）⇒その他の付属施設の遺物出土状況のその他

の観察事項の順に記載し、他の遺構についても、基本的に住居址の記載順序を踏襲した。

3 遺構の略称

竪穴住居址の住、土坑oD、溝状遺構c:>M

4 水糸レベルについては、各遺構毎に統一し、標高は縮尺尺度の上に明記した。

5 挿図

1) 重複遺構については、 上端のみを実線で表示した。

2) 縮尺

竪穴住居址・溝状遺構→ 1/80 炉→ 1 /30 土器→ 1/ 4 

写真図版中の土器の縮尺についても、上記に準拠する。

3) 遺構 ・遺物実測図に用いたスクリーソトーソは、下記の内容の表現である。

遺構実測図

地山冒重冒冒 炉 焼土 置璽璽璽

粘土 ビニロ〗加工の施された石材［ロニニ］

遺物実測図

赤色塗彩 □二二］ 須恵器断面 □□ご四
6 第4章第 2節中で用いた馬骨No.l、No.2・・ …・No. 5は、付編中における 1号馬、 2号馬………

5号馬を表わす。
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第 I章発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至る動機

池畑遺跡は、佐久市安原地籍の浅間山麓の火山堆積物による平地がいくつかの田切りによって

区切られた標高710m内外の南北に細長い台地上に位置する。西御堂遺跡は、その台地から約300m

西方の同様な台地に所在し、西側に流れている安原用水と境をなしている。隣接して西方に蛇塚

A・蛇塚B遺跡群、東方に安原大塚古墳などが存在する。

今回、佐久建設事務所が行う県道香坂中込線バイ パス改良工事事業 （高速道路関連工事専用道

路）に伴い、昭和59年11月16日、現地にて長野県教育委員会文化課・佐久建設事務所・佐久市教

育委員会の三者で協議を行った。その結果、遺跡の破壊を余儀なくされる事態となり、緊急に記

録保存する必要性が生じた。そこで、佐久市教育委員会が佐久建設事務所より 委託を受け、佐久

市教育委員会からの委託を受けた佐久埋蔵文化財調査セ‘ノターが発掘調査を実施する運びとなっ

た。
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第 2節調査日誌

11月15日 （金） ・16日 （土）

機材の搬入・整備、テ‘ノト設営

11月18日 （月）-21日 （木）

池畑遺跡

調査区西側より重機により表土削平作業

を行い、併行してプラン確認作業を行う。

11月25日 （月）-27日 （水）

池畑遺跡

プラソ確認作業により検出された遺構の

掘り下げ作業を行う。

グリッド設定を行う。グリッ ドは8mX

8mとするが、調査区の幅が10mとせまい

ため、基準となる東西ライソのみトラソ

シットを用いて設定する。

11月28日 （木） ・29日 （金）

池畑遺跡

遺構の掘り下げ・実測作業・写真撮影を

行う 。

西御堂遺跡

調査区西側より重機により表土削平作業

を行い、併行してプラソ確認作業を行う。

11月30日 （土）-12月2日 （月）

池畑遺跡

遺構の掘り下げ・実測作業・写真撮影を

行う。

12月3日 （火）. 4日 （水）

池畑遺跡

遺構の掘り下げ・実測作業・写真撮影を

行う。

西御堂遺跡
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プラソ確認作業を行う。

12月5日 （木） . 6日 （金）

池畑遺跡

掘り下げ作業はほぽ終了し、実測作業・

写真撮影を行う。遺構全体図作成を行う。

12月7日 （土）

池畑遺跡

実測作業・写真撮影を行い、第 1号土坑

を残し、住居址・溝状遺構は終了する。

西御堂遺跡

プラソ確認作業により検出された土坑の

掘り下げ・実測作業・写真撮影、全体図作

成を行う。

12月13日 （金）・ 14日 （土）

西御堂遺跡

遺構の掘り下げ・実測作業・写直撮影、

埋め戻し作業を行い、西御堂遺跡の全調査

を終了する。

12月19日 （木） -24日 （火）

池畑遺跡

第 1号土坑の掘り下げ・実測作業・写真

撮影、機材の撤収を行い、池畑遺跡の全調

査を終了する。

昭和61年 1月6日 （月）-3月31日 （月）

池畑・西御堂遺跡

室内において、報告書作成作業を行い、

両遺跡のすべての調査を完了する。

（三石）



第II章遣跡の立地と環境

第 1節 佐久市安原附近の自然環境（地形と地質）

I 地形

上信国境に資ゆる浅間山は標高2560m、

わが国の代表的な活火山で常時火山活動

状況を観測する施設を有する数少ないA

級火山に分類されている。浅間火山は溶

岩流・火山弾・火山砂・浮石・火山灰など

の火山噴出物が互層する成層火山で、現

在の最高地点噴火口は黒斑火山・前掛火

山の上部中心に形成されたもので、これ

らを含めて浅間山全体は模式的な三重式

成層火山である。

第2図 本遺跡地南より平尾山・浅間山を望む

この浅間山は古くから親しまれ、恐れられ佐久地域には特に自然・歴史人類生活の上に偉大な

影響を及ぽしてきたが、現在では火山・地震等の地球物理学上から、日本だけでなく、世界的に

も広く知られてきている。その理由は次の三点に要約できる。

① 活火山浅間山は地形 ・地質構造・火山活動・火山形態 （成層 ・楯状・溶岩円頂丘等）など

の各面から各種の火山としての条件を兼備しており 、火山の模型的存在で、火山研究には最

も適しており興味深いものがある。

② 古代からの噴火活動の古記録が残されており 、火山活動の歴史的研究では世界的に珍しい

とされている。ことに天明 3年 (1783)大噴火の記録は、記録・絵図・公式古文書 ・日記・

書信などこの地方にも多く残っている。

③ 火山活動の地球物理学的研究が、日本では勿論、世界的にも最も早くから行われ、その成果

が日本の火山学・地震学を進歩させた原動力となっており、世界的にも高く評価されている。

当遺跡はこの浅間山の南斜面山麓が佐久平の平坦面に交ってゆるやかな南傾斜の続く標高700

m-710m附近の湯）IIの東沿岸の台地上に立地している。湯川は軽井沢町千ケ滝に源を発し、南流

して、同町油井部落で南軽井沢から西流して来る泥川と合流して流路を西に変え、御代田町に入
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るまでに北の浅間山麓・南の森泉山方向の両側の小支流を合わせて水量を増し、深い浸蝕峡谷を

作って流路を西北に変え、湯）IIダムの多目的大貯水を作り、佐久市横根部落北方で再び流路を南

に変えて佐久市内に入ると横根附近から河幅も広め両岸に浸蝕河岸段丘を作り、谷中に小沖積地

を作り、最も古い開拓水田がここにある。当遺跡はこの湯川東岸台地上1.5kmにある。

湯川西岸佐久平地区（岩村田台地）には火山山麓特有な田切地形が見事に発達している。これ

は新しい火山、浅間山の火山噴出物・火山砂・火山灰・浮石の堆積層は未分解で粘土化せず凝結

力が誠に乏しいため流水、洪水等の浸蝕に対する抵抗力が頗る弱く 一度流路になると大きな断面

が垂直に近い谷に発達する可能性が多く、火山国日本の第四紀の新しい火山の裾野地帯各地に見

られる田切地形となっている。御代田駅から小海線三岡駅附近が最も顕著である。湯川東岸地区

には田切地形の著しいものはないが当遺跡の西側の旧平尾道・ 安原用水・東中学東側凹地・ 霞川

等の凹地が田切初期の地形である。それらの初期地形間の南北に続く台地が古墳時代以来古代中

世の住居遺跡の分布地である。

II 地質

本遺跡地周辺の地質構成で野外で直接観察できる最も

古いものは平尾山 (1155m)を構成する平尾溶岩である。，
j 

平尾溶岩は塊状火山 （トロイデ火山）として噴出した濃

青緑色緻密な破璃質複輝石安山岩で石材としてば騒i良
材で佐久産姫小松石と称されて珍重され、他地方にも搬出

されている。荒船火山より古く、長い間の風化浸蝕をう

けて 山全体に放射谷が発達し、佐久平の東北隅v~
て展望も広く佐久市市民の森として親しまれている。

平尾山の東麓を覆い重なっているのが荒船山の噴出物

の溶結凝灰岩（佐久石）で霞川左岸安原・新子田附近 （月

,,,,. 伽流山の奇岩絶壁以東この附近一帯に広く分布しているc

佐久石と称せられているものの中で特に業者間では安原

石が最も良質のものとされ、古くから石造加工品の原材 第 3図鼻顔稲荷社北の湯）II断崖

として珍重されている。この溶結凝灰岩は荒船火山活動最盛期に多量の安山岩質灼熱火山灰を多

量に長期間噴出し、厚い堆積層を構成し熱と加重圧によ って再溶融固結したも ので、荒船火山を

中心として志賀谷山峡の奇岩• 田ロ・青沼まで広く分布しているもので安原石は堆積再凝固の状

況が特に良好であったものであろう 。

堆積岩層としては英多神社南の香坂越尾根南部に小部分相浜層の砂質凝灰岩・凝灰岩の互層の

中から広葉樹化石を産出した事があり洪積初期の地層が僅かに分布しているこ とが明らかとなっ
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ている。

安原・新子田・平根地区の乎坦地を構成する地層は浅間火山の噴出物の堆積層で基盤は黒斑火

山の噴出物起源の湖沼性堆積物火山性砂岩・凝灰岩・凝灰質礫岩の互層で湯川べり谷底部に一部

露出が見られ黒岩城埋文調査の際、深掘トレ｀ノチで確認された。その上部には軽石の大小の礫を

多量に含んだ火山灰砂の厚い層が重くなっている。この層を第一軽石流と呼んでいるが前掛火山

の噴出物で浅間山の南斜面の大部分と平坦地佐久平北半を広く厚く覆っている。空中堆積物であ

るので原地形によって厚さの変化が著しいがこの地層分布内に田切地形が発達し、その崖面で構

成物質層厚を観察できる。この遺跡近くの好露出は盈顔稲荷社境内で約20mの断崖が見られる。こ

の軽石流は 2回にわたって流出したものであるが第二回軽石流中に含まれる炭化木幹について

c14年代測定では10,650-11, 300年前と測定値が出ている。（小諸市誌）

この層の上面が今回の池畑・西御堂遺跡の層序模式図地山第III層含軽石礫黄褐色土層 （ローム）

である。 （白倉盛男）

第 2節遺跡の歴史的環境

筒畑遺跡群池畑遺跡は、佐久市安原地籍の浅間火山堆積物による平地が幾つかの田切りによっ

て区切られた標高nom内外の南北に細長い台地上に位置し、猫久保遺跡群西御堂遺跡は、その台
地から約300m西方の同様な台地上に所在しており、安原用水により境をなしている。

湯川左岸、平尾富士山麓南西に広がる台地は、埋蔵文化財の散布密度が濃く、池畑・西御堂両

遺跡の北部には、横根の30余基を数える群集墳（塚原・上の原・上長坂・十二平・輪子等の古墳

群）、上平尾の30基を数える群集墳 （矢ロ・平・腰越・矢沢・城・宿・塚畑等の古墳群）、下平尾

群集墳 （一本松・丸山・湯流等の古墳群）、安原棧敷古墳、玄室に側室のある安原大塚古墳、南方

に新子田四ッ塚古墳、安原蛇塚古墳等が点在している。

更に北方に、大角遺跡 (49)・東村遺跡群 (46)・筏室遺跡群 (47)・戸屋敷遺跡群 (45)、南に

高師町遺跡群 (61)・戸坂遺跡群 (18)・蛇塚遺跡群 (11・12)・新子田神明の木遺跡(58)・権現平

遺跡 (53)、東に宿上屋敷遺跡 (3)・下）II原・光明寺遺跡 (4)等がある。尚、筒畑遺跡群・猫

久保遺跡群は、池畑遺跡・西御堂遺跡の南北にその範囲の広がりを見せている。これらの遺跡地

からは、分布調査により縄文期から古墳時代に至る遺物の採集がされたが、発掘調査により確認

された遺跡は数少ない現状である。

付近の遺跡を時代別にみると、安原池前遺跡・下平尾の山伏木遺跡では、多量の縄文中期の遺

物が出土している。弥生時代では、新子田の戸坂遺跡 (20)で後期の住居址 1棟が検出されてい

る他に、高杯・甕等豊富な遺物が出土している。和田上南遺跡では、中期の住居址等5棟が検出
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第 4図 周辺遺跡分布図 (1: 25,000 国土地理院地形図による）

され、和田上遺跡 (64)は後期の土器等が多量に表採され大きな集落の存在が予想される。尚、

湯川左岸池畑遺跡西方に位置する下小平遺跡 (9)は、昭和55年度に発掘調査が実施され、ベッ

ド状遺構を有するものを含め住居址 5棟・方形周溝墓 2基、他に壺・甕・台付甕・高杯・杯・甑

等の土器及び土器片多数と土製紡錘車 1• 鉄器 1・石鏃等を検出している。

古墳時代になるとこの地域も遺跡は増加し、戸坂遺跡では、昭和46年度に発掘調査が実施され

た古墳時代後期の住居址 4棟と高杯・甕類の土器を検出している。同時期の古墳として棧敷古墳・
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第 1表周辺遺跡一覧表

No. 佐分No. 遺跡名 所 在 地 立地
時代

備 考
縄弥古奈平中

1 130 簡畑遺跡群 新安原字筒畑・池畑・下池
子田字田端

台地

゜ ゜
本調査（池畑遣跡）

2 128 猫久保遺跡群 安原字猫久保・西御堂 ” ゜
本調査（西御堂遺跡）

3 133 宿上屋敷遺跡 安原字上屋敷 ” ゜4 135 下）II原・光朋寺遺跡 安原字下川原・光明寺 傾斜地

゜5 52-1 六供後遺跡 岩村田字六供後 台地

゜ ゜
昭和55年度発掘調査

6 51-1 王 城 跡 岩村田字古城 ” ゜゚゜゚゜
昭和54年度一部発掘調査

7 51-2 石並城跡 岩村田字石並他 ” ゜゚゜゚゜8 51-3 黒岩城跡 岩村田字古城 ” ゜゚゜゚゜
昭和55•59年度一部発掘調査， 50 下小平遺跡 岩村田字下小平 段丘

゜゚゜゚゜
昭和55年度発掘調査

10 126 蛇塚古墳 安原字蛇塚 台地

゜
昭和57年度試掘調査

11 119 蛇塚 A遺跡群 安北御原字堰蛇塚・西大久保
・南御堰 ” ゜12 120 蛇塚 B遺跡群 新保子・田字蛇塚・内池・北野馬久
野馬久保 ” ゜13 120-1 蛇塚B(第一次） 新子田字野馬久保 ” ゜

昭和54年度発掘調査

14 120-2 蛇塚B(第二次） 新子田字野馬久保 ” ゜
昭和58年度発掘調査

15 122 野馬窪遺跡群 猿久保字野馬窪 ” ゜゚゜゚16 122-1 野馬窪遺跡 猿久保字野馬窪 ” ゜
昭和56年度発掘調査

17 141 安原大塚古墳 安原字城前 ” ゜18 263 戸 坂遺跡群 新家後子・田星字谷戸端・坂道・端戸・坂柳口•五ケ久保・
ケ反田・供養塚 段丘

゜゚゜゚゜19 275 鳥坂城跡 新子田字戸坂 // 

゜20 263-1 戸坂遺跡 新子田字戸坂 ” ゜ ゜
昭和46年度発掘調査

No. 佐分No 遺跡名 No. 佐分No 遺跡名 No. 佐分No 遺跡名 No. 佐分No. 遺跡名

21 10 栗毛坂遺跡群 36 73 宮の西古墳 51 140 入大久保古墳群 66 253 和田遺跡

22 44 上岩子遺跡 37 47 西大久保遺跡群 52 138 東大久保遺跡 67 254 翌の宮遺跡

23 52 岩村田遺跡群 38 46 腰巻遺跡 53 137 権現平遺跡 68 250 馬瀬口遺跡群

24 53 潰石遺跡 39 48 棧敷遺跡 54 265 池端遺跡 69 257 中条峰城跡

25 56 東大久保遺跡群 40 49 上小平遣跡 55 551 池端城跡 70 258 中条峰古墳群

26 65 下伴助 B遺跡 41 118 下信濃石遣跡 56 276-1 氏神古墳群 71 256 寄山遺跡群

27 61 橋ケ窪遺跡 42 117 上の城遺跡群 57 266 境内遺跡 72 262 寄山古墳

28 74 一 本松古墳 43 542 藤ヶ城跡 58 264 新子田神明の木遺跡 73 268 石田遺跡

29 64 下伴助 A遺跡 44 124 岩井堂遺跡 59 545 浅井城跡 74 269 志賀神明の木遺跡

30 70 丸山古墳群 45 127 戸屋敷遺跡群 60 267 家之前遺跡 75 270 海老在池遺跡

31 70-1 丸山古墳 1号墳 46 131 東村遺跡群 61 129 高師町遺跡 76 255 深堀遺跡群

32 63 万助久保遺跡 47 132 筏室遺跡群 62 121 東内池遺跡 77 271 清水窪遺跡

33 62 木田橋遺跡 48 139 燕 城 跡 63 251 小池遺跡 78 272 隠狭遺跡

34 60 北山寺遣跡 49 136 大角遺跡 64 252 和田上造跡群 79 273 上南和田遺跡

35 59 宮前遺跡 50 134 岩久保遺跡 65 261 和田上古墳 80 274 安坂遺跡

蛇塚古墳2基・和田上古墳が存在する。平安時代では、更にその数は増し、猫久保、上小平、蛇

塚A • B 、戸坂、和田上、和田上南遺跡等が所在する。これらの遺跡のうち、蛇塚B遺跡は昭和

58年度に発掘調査が行われ住居址 5棟・土壊址 2基・溝状遺構 1基が検出され、杯形土器・甕形

土器 ・須恵器類が多数と灰釉陶器・鉄器などが出土している。昭和46年度に発掘調査が実施され

た戸坂遺跡からは、住居址 4棟と高杯・甕等の土器類が検出されている。 （黒岩忠男）
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第III章基本層序及び概要

第 1節基本層序

池畑遺跡 ・西御堂遺跡は隣接し、田切り地形によって区画され、両遺跡共台地上に位置する。

池畑遺跡の標高は710m付近を測り、遺跡の中央部が高く、東西両側に向かって緩やかに傾斜し

ている。

池畑遺跡の層序は、遺構覆土に至るまでに2分される。

第 I層は、耕作土で、粒子細かく、土質はバサパサとした感触を受け、吸水性に富んでいる。

層厚は20-30cmを測る。

第II層は、ローム層に至る漸位層であり、下部は遺構構築面である。粒子細かく、土質はやや

粘性がある。

第III層は、 1-5 cm大の軽石を含むローム層であり、遺構は第III層にまで掘り込んである。

西御堂遺跡の標高は711m付近を測り、発掘区の東端より西に向かって緩やかに傾斜している。

尚、西端は層序模式図には表わされなかったが、 lm前後の盛土が行われている。

西御堂遺跡の層序は、遺構覆土に至るまでに 2分される。

第 I層は、耕作土で、粒子細かく、土質はやや粘性がある。

第II層は、昭和初期頃まで水田として使用した耕作面で、水田の床土が 4-6 cm推積している。

第III層は、池畑遺跡層序第III層と同じである。

遺構覆土

池畑遺跡において検出された住居址2棟は、道路幅の発掘にもかかわらず、幸運にも全プラ｀ノ

が確認できた。第 1号住居址は 4層に分かれ、第 2号住居址は 7層に分かれる。いずれもレ‘ノズ

状に堆積しており自然堆積と思われる。覆土は黒褐色土層と黒色土層を基調とし、土質・含有物

に類似性が観察でき、両住居址は時期的近似性が認められる。

溝状遺構は道路幅の発掘のため全容を知り得ないが、第 1号溝状遺構は黒褐色土層を基調とし、

4層に分かれ、レ｀ノズ状に堆積しており自然堆積と思われる。第2号溝状遺構は 1層のみである。

第 1号土坑は 4層に分かれ、上部 1層は黒色土層を基調とし、下部 3層は褐色土層を基調とし

ており、上部と下部で堆積状態に変化が観察できる。

西御堂遺跡において検出された第 2号土坑は 6層に分かれ、堆積状態から人為堆積と思われる。
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池畑遺跡基本土層

第 I層耕作土

・1 層厚20-30cm。
，臨翌齊硲哀虹：．ーふ：心’聾砂岱＇心芦咋芦焚：応ふ翠墨遵 第11層茶褐色土層

ローム粒子含む。粒子細かく、やや粘

性あり。層厚18-26cm。

第1II層 黄褐色土層（ローム層）

1 -5 cm大の軽石を含む。

A 遺構覆土

lrn 

第5図 池畑遺跡基本層序模式図

西御堂遺跡基本土層

第 1層 耕作土
0-, 

層厚24-28cm。

第II層 赤褐色土層

層厚 8-10cm、昭和初期まで水田で
あったため、床土が 4-6 cm堆積。

第llI層 黄褐色土層（ローム層）

1 -5 cm大の軽石を含む。

\ ~~~'~ 
A 遺構覆土

o 5m 

第6図 西御堂遺跡基本層序模式図
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第 2節 検出遺構・遺物の概要

池畑遺跡検出遺構

竪穴住居址 2棟 第 1号住居址 （弥生時代終末～古墳時代初頭）

第 2号住居址 （弥生時代終末～古墳時代初頭）

溝状遺構 2基 第 1号溝状遺構（時代不明）

第2号溝状遺構 （時代不明）

土 坑 1基第 1号土坑 （奈良-9世紀代）

西御堂遺跡検出遺構

土 坑 2基第 1号土坑 （時代不明）

第2号土坑 （現代）

池畑・西御堂遺跡出土遺物

土器 弥生土器 （後期～終末）…壺・甕・高杯・蓋・手捏等

古式土師器..・・・・・・・・・・・・・・・・...高杯

土師器 （奈良～平安）……甕．杯

灰釉陶器片、中世以降陶器片 （すり鉢・染付茶碗等）

石器・石製品石核 （チャート ）、搬入礫、紡錘車

土製品 土製円板

自然遺物 馬骨・牛骨

-10-
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西御堂遺跡
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R 
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゜
(1 : 300) 20m 

第8図 池畑・西御堂遺跡遺構全体図
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第N章 池畑遺跡の遺構と遺物

第 1節竪穴住居址

1) 第 1号住居址

遺構 （第9・10・11図、図版三）

本住居址は、いー12、う一11・12グリッドに位置し、単独遺構で発掘区西端に位置する。

検出面は全体層序第II層下部茶褐色土面で検出された。主軸方位はN-7°―Eで、平面プラン'
は東壁502cm、西壁554cm、南壁434cm、北壁420cmで長軸552cm、短軸465cmを測り、南北にやや長

い隅丸方形を呈する。確認面からの壁高は24-54.5cmを測り、床面積（ピット等も含む）は25.l

面を測る。

覆土は 4層に分割され、レソズ状の堆積を示しており、安定した自然堆積と考えられる。第 1

層は黒褐色土でパミスを少量含み、土質はしまりあり、粘性が弱く、粒子が細かい。第2層は黒

色土で第 1層に土質・含有物が類似している。第 3層は茶褐色土でローム粒子・パミスを含み、

土質はしまりあり、粘性なし。第 4層はローム粒子を多量に含む淡い茶褐色土で壁崩落によるも

のと思われる。

ピットは計6個あり、主柱穴はP1-P4の4個で、床面中央部にP1から氏の距離153cm、氏からP3

の距離258cm、氏からp4の距離137cm、p4からP1の距離237cmを測り長方形に配置されている。P1-P3

は円形を呈し、 Pは楕円形を呈する。土層はいずれもテラス状の所で2分され、上層は黒褐色土

層で、下層は淡い黄褐色土層で、ローム粒子が主体であるが、所々に黒褐色土を含み、土質はば

さばさしており、 P1-P4いずれも柱痕は検出されなかった。いは上面径38cm、深さ56-60cmを測

り、断面形は有段のU字状を呈する。いは上面径45cm、深さ56-58cmを測り、断面形は有段のU

字状を呈する。 P孔ま上面径45-50cm、深さ47-50cm、断面形は有段のU字状を呈する。いは上面

45 X 37cm、深さ64cm、断面形はV字状を呈する。

氏は南壁直下中央西に位置し貯蔵穴と考えられる。平面形態は、上面径60cmの円形を呈し、深

さ35cmを測り、断面形は逆台形を呈する。土層は4層に分割される。 P叶ま南壁下中央に位置し、

上面33X42cmの楕円形を呈し、深さ31cmを測り、断面形は逆台形を呈する。入口の施設に関係が

あるものと思われる。

-15-
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丘

1層 黒褐色土恩粘性弱く、しまりあり、粒

子細い、バミス少址含む。

2尼黒色土居粘性弱く、しまりあり、粒
子細い、バミス少茄含む。

3陪 茶褐色土居粘性なし、しまりあり、ロ
ーム粒子・パミスを含む。

4陪 淡茶褐色土陪 3附よりもローム粒子を

多位に含む。（壁崩落）

纂yゑ
Ps土層説明 （標高707.8m) 

1陀黒褐色土居 しまりあり、粒子細い。

2附暗黒褐色土陀粘性あり 、粒子細い。
3陀淡茶褐色土居 ローム粒子を含む、軽石ff1 cm位少位含む。
4陪 暗黄褐色土陀 ローム粒子・黒褐色土粒を含む。（壁崩落）

。
襟邸708.3111

(I : 80) 2m 

第9図第 1号住居址実測図

炉はPぃ 氏の柱穴間中央に位置し、形態は地床炉である。上面形は60cmの円形を呈し、深さ14

cmを測る。 土層は 3層に分かれ、 1層は淡黒褐色土層で、僅かに焼土を含む。 2層は淡茶褐色土

層で焼土・ ローム粒子を含み、土質はばさばさしている。3層は加熱によりローム層が赤褐色に
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ばさばさしている。焼土粒子、ロ ーム粒子を含む。
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0 Cl : 30) 50cm 

第10図 第1号住居址炉址実測図

変化しており、火床と思われる。この炉からは

灰・炭化物が観察できず、長い間使用したとは

思われない。

遺物の出土状況については、炉内より

12-8・9が出土しており、 15-1の壺胴部破

片は火床より 6-8cm上で内面を下に向けた状

態で検出された。 12-2は炉周縁南端部上に横

転した状態で出土した。 12-3はp4から南西に

25-65cm離れた位置に底部が床面に接した状態

で出土した。 12-1は南西壁隅下付近に床面に

接し横転した状態で出土した。

巳内より 12-4・5・6が出土した。これら

の土器は、その出土状態から本住居址に共伴、

もしくは時間的近似期のものと考えておきたい。

遺物 （第12・13図、図版十ー・十六）

本住居址からは弥生土器・古式土師器が共存して出土している。器種には甕．壺．杯・高杯・

手捏・蓋 （高杯脚部転用土器？）がある。出土遺物が少なく、この内、図化できたものは11点（実

測図 7点、拓影図 4点）である。

甕についてはいずれも破片のみで全容を知り得ないが、弥生後期の様相を受け継いだ、櫛描波

状文の施された12-7・8・9、櫛描斜走直線文の施された12-10が出土している。内面は丁寧

なヘラナデで、 12-7は口縁部内面に僅かに赤色顔料の付着が観察でき、 12-7・8・9は第2

次焼成による煤の付着が観察できる。

壺については頸部から胴部にかけての破片15-1が出土している。これは頸部に弥生後期的様

相を受け継いだ櫛描T字文が施文され、胴部は次期的様相をうかがわせる球形を呈し、胴下部変

換点で弥生後期の系譜をひく稜の名残が認められる。調整は外面縦位のヘラミガキ、内面は従来

の弥生後期壺のハケメ調整より細かいハケメ調整である。

尚、 15-1の壺は第 2号住居址内出土の壺胴部破片と接合し、第 1号住居址と第2号住居址の

時間的近似期を提示するものとして、貴重な資料といえよう。他に図示し得なかったもので赤色

塗彩の 口縁部破片がある。

高杯については完形品として12-1が出土した。 12-1は無彩で杯部外傾内弯ぎみに立ち上が

り、口縁部内弯する。 脚部は「ハ」の字状に大きく外反する。 調整は杯部外面に縦位の丁寧な

ヘラミガキが施され、 口縁部外面に横位の丁寧なヘラミガキが施されている。 脚部外面裾部に

-17-
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言 ‘謬‘ご:
図示以外の区出土土器片

II区 内外面赤色塗彩壺or高杯口縁部 1片

lll区甕口緑部 1片 （波状文）

甕胴部 1片（波状文）

内外面赤色塗彩坪or鉢1片

w区 内外面赤色塗彩杯or片口鉢 4片
甕底部付近破片 4片

炉 甕胴部 2片 （波状文）

赤色塗彩高杯脚部1片
Cl : 80) 2m 

（ただし遣物は 1: 8) 

第11図 第 1号住居址出土遺物分布図

斜位のヘラミガキの後、縦位の丁寧なヘラミガキが施されている。杯部内面は暗文風なヘラミガ

キが縦位羽状に施され、脚部内面はヘラケズリの後、横位のヘラミガキが施されている。また内

外面共にヘラミガキの時にエ具に付着していたと思われる赤色顔料の付着が観察できる。尚、

12-1の類例は佐久地方にはまだ出土しておらず、在地の土器とは異質な土器として、今後の弥

生時代終末期から古墳時代初頭の土器編年の上で貴重な資料になると思われる。その他、図示し

得なかったが、赤色塗彩の脚部裾端部の小片が出土している。

手捏については12-3・4・5・6が出土した。 12-3は内外面共に赤色塗彩が施されている。
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第12図 第1号住居址出土土器実測図及び拓影図

12-4・5・6は内外面共に指頭による

調整で、 12-4は内外面共に第2次焼成

による煤が付着しており、手捏の用途の

示唆になるであろう。

他に蓋（高杯脚部転用土器？ ）の12-2 

は炉周縁部南端より出土しており、支脚鬱 冒馴

0 (1:3) 5cm . . 

石の代用とも考えられる。形態は柱状で

裾部「ハ」の字状に開ぎ、天井部はやや

凸状である。調整は外面天井部ナデ、柱

状部縦位のヘラナデ、裾部ヨコナデが観

察でき、内面は裾部ョコナデが認められ

る。また内外面共に赤色顔料及び、第 2

第13図第 1号住居址出土石器実測図 次焼成による煤の付着が観察できる。

その他、図示し得なかったもので内外面赤色塗彩の片口鉢口縁部破片・杯小片が出土している。

尚、 13-1は石核で、握りこぶし大の石質チャートの河原石で、千曲川から採取したものと思

われる。

以上、本住居址の出土遺物には、弥生後期の系譜をひく甕・壺、次期的様相をひく壺・手捏、

在地の土器とは異質な高杯等が共存しており、時期判断の良好な遺物と考えられるが、佐久地方
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1(11. し遺物はI:161 

第14図 第 1 • 2号住居址間接合関係関連図

(H-2) 

-----

③
 

QC1:4)5cm 

第15図 第 1・ 2号住居址出土壺形土器実測図

において明確な弥生時代及び古墳時代の編年が確立していないことと、他に同様な資料がみられ

ないため、現段階で細分化することは避け、本住居址の所産期は弥生時代終末期から古墳時代初

頭と考えておきたい。 （羽毛田伸）
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第 2表 第 1号住居址出土土器観察表

罪 器 悶法梵 成形及び器形の特徴 調 整 備 考種

最大径を脚「部ハ裾端部一子に持ち、ヽ 脚り 内）坪部は丁寧なヘラミガキの後、施更に細い単位脚の暗部 回転調的実黄惑測A
口 10 9 部大きく 」の状に広カ 文風ヘラミガキが縦位羽状に されている。 器色 は褐色を呈し、土師

高 杯部は、内閂して立ち上がる。 はヘラナデの後ヘラミガキが施されている。 な じを受ける。12-1 
均 ii¥; 9 8 外）杯の後部は更丁に寧細ないヘ単ラ位ミのガ暗キ文。脚部は縦位ヘラミガキ Nn9 • 10 14 6 、 が施されている。

｀ 
裔坪の脚部的形態をとるが、接

内）●考な●い井たナえ．な付器デらいが近きれ付縦施近色なヨ方顧さい"コれ向村。ナ●てのがデないヘで多ナるラ、く．デナ付局他デ●●なそがあの的しみ下て9まこらき部いりれ色祠"る、原整が●●料蘊が、●か観塗付なみ察彩単近ら位で"とれき" をョる

完全実測
天 3 4 

合部の観察により状、脚部とは考 Nnll 

12-2 葛 ＼ 6 6 え「られず字、やや柱 で裾部が

ロ 9 6 
ハ」の 状に開く。 外）天も

コ

坪 ロ 7 6 輪積みか粘土紐の巻き上げによ 外内）） 内横横・位位外おの面雑よとびなも斜ヘに位ラ赤のナ色ヘデ塗。ラ彩ナがデ施。され、 底部底面は無塗
回転実測A

12-3 
"ニ
I 3 1 り成形した手捏ね土器。 Nn2~5, N区床直

和 7)底 2 6 
彩。

坪 ロ (4 8) 輪積成みか粘土紐の巻き上げによ 内・外面ともに指頭による調整。
完色色全調実は測す内・外面ともに暗褐12-4 （；ニ

胴i〈16〉 り 形した手捏ね土器。が 7)
を呈る Ps

坪 底部付近に指頭による押捺があ 内・外面ともに指頭による調整。
完色全調実はす測内・外面ともに暗褐12-5 (i二 底 く09〉 る手捏ね土器。

和 7) 2 4 色を呈る。 Ps
坪 割れ口が粘土紐の接合部分のよ 内・外面ともに指頭による調整。 回転調実測す内B 12-6 （江 底 く09〉 うにも見える手捏ね土器。 色色 は ・外面ともに暗褐が 7) 2 6 を呈る。Ps

頸 胴下部に箱消水土器特近有の稜思を 外内）ナデによる調整。 破手明片る実いあ•6褐測る7 色Bを呈し、 やや薄）胴部は縦位のヘラミガキ的ヘラナデが丁寧に施15-1 壺 I 〈275〉 持ち、胴部は球状にいと わ
頸されている。胴下 れる。 で 。H!No.152展、H、2 文） 部に9-10本の櫛描T字文が施されている。 No6l N区l • Ml 

2) 第2号住居址

遺構 （第16·17 • 18・ 19図、図版四 ・五）

本住居址は、調査区中央付近いー8、うー 7・ 8グリッド内に位置し、全体層序第Ill層黄褐色

ローム層上面において検出された。第 1号溝状遺構と重複しており、住居址のほぽ中央を南北に

切られている。平面形態は、長軸764cm、短軸478cmを測り、短辺と長辺の比は1: l. 6の南北 に細

長い隅丸長方形を呈し、床面積（ピット等を含む）は35.6面を測る。長軸方位はN-3°-Eを示

す。

覆土は 7層に分割された。第 1層は黒褐色土層で、パミスを含む。第 2層 はパミスを少量含み

粘性のない暗褐色土層。第 3層は粒子細かく粘性のない黒褐色土層である。第 4層は暗褐色土層

でパミスを含む。第5層はローム粒子・パミスを含む茶褐色土層。第6層は壁の崩落と思われる

暗黄褐色土層で、ローム粒子・パミスを多量に含む。第 7層は床面直上にみられ、 ローム粒子を

多量に含む明褐色土層である。確認面からの壁高は、 34.5-58. 5cmを測り、床面から比較的急傾

斜で立ち上がる。壁体は、黄褐色ローム層を利用して構築され、比較的竪固な状態である。壁溝

は検出されなかった。

床面は、黄褐色ローム層を踏み固めて竪緻な状態であり、全体にほぼ平担である。ピットは総

数で 7個検出された。主柱穴はP1-P4で東西170cm、南北430cmの長方形に配置されている。覆土

はテラス状の部分で 2分され、上層はローム粒子を微量に含む黒褐色土層で、下層はローム粒子
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Ps土層説明

1庖淡黄褐色土陀 ばさばさしている

彎

轟
1陪黒褐色土陪粘性なし、しまりあり、パミス含む。

2陪 暗茶褐色土陪 粘性なし、しまりあり、パミス少茄含む。

3陪黒色土層粘性なし、しまりあり、バミス少益含む。粒子細い。

4陪暗褐色土層 粘性なし、しまりあり、バミスを含む。

5恩 茶褐色土陪 粘性なし、しまりあり、ローム粒子・パミスを含む。

這 暗黄褐色土恩 粘性なし、しまりあり、ローム粒子・パミスを多茄に含む。（壁の崩落）

7陪 明褐色土層 粘性なし、しまりあり、ローム粒子を多棗に含む。

@ w/ 

F-

A-

F-

標高709.3m
O (1 : 80) 2m 

（但し、G・G'は第18図に記載）

第16図第 2号住居址実測図
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loq /均
A A' 

を主体とする淡い黄褐色士層で、粘性はなくは゜

さばさとしている。平面形態は、 PJを除き、上

面は約60-80cmのほぽ円形で、底面は20-34

cm X 8 -13cmの長楕円形を呈するが、 P心第 1

号溝に上部を破壊されているものの、同様の形

態であったと考えられる。断面形は有段のU字

状を呈する。 Psは北西隅に位置し、径42cmでや

や方形を呈し、深さは16cmを測る。 P6は南東隅

に位置し、貯蔵穴と思われる。径66cmのほぽ円

形を呈し、深さ78cmを測り、断面形はU字状を

呈する。 P1は南壁下中央東に位置し、入口施設

に関係するものと思われる。径50cmの円形で、

2層赤褐色土陪粘性なし、しまり
有り。バミスを含む。

3陪淡赤褐色土陪粘性なし、しまり
有り。パミスを含

む。約 2cm大の小

石少位含む。

(2居よりやや淡い）

標湛708.Bm

9 Cl : 30) 5Qcm 深さは42cmを測り 、断面形はU字状を呈する。

第17図第2号住居址炉址実測図 炉址は、住居址のほぽ中央南寄りに位置する

01 01 

C.,j 0/ 

地床炉で、平面形態は64X 48cmの楕円形を呈し、

深さは47.5cmを測り、西から南にかけてテラス

を有する。覆土は 3層に分割され、 1層は黒褐

色土層で焼土を含む。 2層は焼土層で、火床面

は焼けて赤褐色を呈する。さらにその下に38cm

の掘り込みがあり、 2層よりも淡い赤褐色の焼

標高701.4m 土が充填されている。このように深い掘り込み
Q (1 : 30) 50cm 

第18図 第2号住居址遺物出土状況実測図
をもつ炉址は佐久地方においては類例がなく、

該期の炉址の形態を考究するうえで貴重な資料

となろう。

遺物の出土状況は、平面分布についてはII区・IV区に集中してみられ、II区より、 20-2、22-1

がP2上面床面付近より検出された。 IV区からは、南壁東側直下より、 20-1が床面に接し、横転

した状態で出土した。またp4付近床面より、 20-3、21-8が横転し、土圧によって潰れた状態

で出土した。 21-12はp4から東に60cm離れた床面より脚部を欠損して出土した。 21-14はP1の北

西34-56cmの床面より出土した。 21-13は東壁北側の壁際覆土上面より出土した。その他、

20-4、21-7・9・10は、住居址南側に破片が散乱している状態が看取される。垂直分布は、

床面直上あるいは床面付近に遺物が集中している傾向が認められる。以上本住居址の出土遺物は、

その出土状態から、本住居址に共伴する可能性が強いものと考えられる。
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遺物（第20• 21• 22図、図版十ニ・十三・十四・十六）

本住居址からは、弥生土器と土師器 (1片）が出土している。土師器は杯の口辺部であり、混

入遺物であると考えられる。弥生土器の器種には、壺・甕・高杯・蓋・土製円板がある。そのう

ち図化できたものは18点（実測図i5点、拓影図3点）である。

壺は、 21-9・10があり、 21-9は胴中位～底部片であり、胴下部に弥生時代後期箱清水式期

の様相のみられる稜線をもち、下半は直線的に底部に収縮する。調整は外面にヘラナデ、内面に

赤色塗彩が施される。

甕には、口縁部貼付口縁で、胴部球胴形を呈し、外面に櫛描波状文を施した後、さらに櫛描斜

走直線文を縦位羽状に施した20-1と頸部に櫛描 2連止め簾状文、口辺部・胴上半部に櫛描斜走

直線文を縦位羽状に施した20-2がある。また、頸部から胴上半部に櫛描波状文の施された

20-3、頸部に櫛描 3連止め簾状文、胴部に櫛描波状文の施された20-4、21-6、頸部に櫛描

2連止め簾状文、口辺部・胴部に櫛描波状文を施した21-7、頸部に櫛描4連止め簾状文、口辺部

に櫛描波状文の施される21-8がみられる。さらに20-5、21-11は底部のみで全容は知り得な

いが、 20-5は胴部にわずかに櫛描波状文が観察でぎる。上記の甕形土器の中で内面に僅かでは

あるが赤色顔料の付着が観察できるものに、 20-3、21-6• 8がある。 22-laと22-lbは同一個

体の甕の胴部片と思われ、胴上半部に櫛描斜走直線文が施される。 22-2は甕の胴下半部に位置

する破片であり、僅かに櫛描波状文と斜走直線文が観察される。

高杯には、口縁端部が内弯し、脚部は「ハ」の字状に開くと思われ、杯部は内外面、脚部は外

面に赤色塗彩の施される21-12、脚部のみで外面に赤色塗彩の施される21-13があり、いずれも

脚部内面に赤色顔料の付着が観察できる。蓋には21-14があり、天井部に一孔穿孔され、調整は

内外面ともヘラナデが施される。

土製円板には、22-6があり、表面にかすかに櫛描文と思われるものが観察でき、甕胴部片の

再加工品と思われる。

その他、図示し得なかったものに、外面に赤色塗彩の施された壺、口辺部・胴部に櫛描波状文・

斜走直線文の施された甕などがある。

22-3は黒曜石製石鏃で一部に押圧剣離が観察されるが、欠損品であるため全器形は知り得な

ぃ。 20-1と同一地点より出土しており、本住居址に共伴する可能性も考えられる。 22-4は頁

岩製の搬入礫であり、表面に研磨痕が認められるが、欠損品であり、性格は不明である。尚、本

遺跡の東方約700mに位置する宿上屋敷遺跡においても同様な搬入礫が出土しており、今後、性格

等十分な検討を加えていきたい。

22-5は砂岩製の紡錘車であり、径4.9cmの円形を呈し、厚さ0.9cmで両面・周縁部とも平坦に

磨かれており、ほぽ中心に 6-7 mmの片側からの穿孔と思われる一孔を有する。
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第20図 第2号住居址出土土器実測図〈1〉
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第3表 第2号住居址出土土器観察表

誓図 器 悶法届 成形及び器形の特徴 調 整 備 考方ロ 種

ロ縁部部半は貼付あ口縁で！、 最状大径呈は 外文内））） 口緑緑部胴～上底は部半ヨまで横位の非常に丁寧なヘラナデ。 回転実測A
ロ 25 0 胴 ばにり、球同をす

ロロ～ はコ全ナ体デ。に波単状位文が描施さ走れ直、線その後が横波状位
色調は内 ・外ともに暗茶褐

20-1 甕 I 36 8 る。 色を呈する。
底 9 6 文羽状を消す施ように6本 の櫛斜 文 No.54 • IV区

に されている。

ロ縁部は貼頸付け口緑。び胴部がは丸
外文内）） 顆●盟口●位祁のヘラナデ，

外回転実測B
ロ (21 2) 味縁胴をおび、 部外あはすく れ 強径く 端部はヨコナ 面に炭化考物付着。2bと同

20-2a 甕 応 (18 2〉 ロ 部部はやや反る。わ最大 ） は13本横走一組の走デ2。連直止め右回りの櫛描状簾状文す。 一個体と える。
は 中央にると思れる。 部は位直の斜 線文。胴部は羽を呈る No.2 · 4- 10• 15-20•71 -73 

の斜 線文。 P 2• I区2陪・II区床

胴胴中央中は丸味をおびる。最大径

内） ●中央よ り上歯羽は・'午横状は状郊積工位を自の位具呈やのすヘでは整斜ヘラ横走ナラえ位直デナたの。後線デヘ。胴、文ラ胴下、ナ部上胴デ●下は．縦か• 位の
回付折転沼実測外色A。底料外部付面ににヘ炭ラ化ナ物デ胴上 は 央部に位置する。

外）器ヘ面央ラ部をナ荒デ、い櫛底 はら縦胴 の 。赤面顔 着•2aと同20-Zb 甕 t 〈280〉10 I 中位 にかけ 一個体と考え.るp。Nnl3・55・
のヘラナデ 74 · 76 - 80•85 2• P4• N区

頸部部はゆるやかにしまり、胴上 内）縦顆部位以上はナ横デ位の非部常に丁寧なヘラナデ細、胴部は 回転実測A

~ 底 に最底大部径を有し、 比ぽ較ま的小さ ヘラ 、的頸 がにナ於観プ-・ いて斜方向への い単位 No.55 • N区
20-3 甕 〈352〉 めの に向けてす る。 のヘラミガキ ナデ 察で度る。] 

外 同下半に於いてヘラ の縦き ラミガキ。8 8 
文)）n胴上半に於いて 6本単位の後波状 右回り）

頸 胴部は丸味をおび頸部はくびれ 外内）斜頸位のヘラナデ
回内転・外実面測共Bに炭化物付貯） 部規は3連櫛止め右゚状回り胴の櫛下描部簾は縦状文位、胴中央部は20-4 甕 it く207〉

る。
不則な描波文、 のヘラナデ。 No.55 • 60 • 62• 63• P 4・7 6 

N区3屠 •N区床直

内）底部から胴下部は横位のヘラナデ。 回転実測B
20-5 甕 底 〈46〉 外）底部から胴下部は縦位のヘラミガキ。梱描波状文？ No.64 

5 8 

ロ (24. 6) 外内）） 横口縁波位端状本の部文一ヘ。組はラ胴粗三ナ連部いデ。櫛下止描部波状向文の後下部描簾に状文向かって櫛部
破月片実測A

21-6 現 畜］ 〈20I〉 描 にかって櫛描 波文。頸 面付着は。ヘラナデの時赤色顔

中央 は12 め右回りの櫛 状 。
Nn24•27 · 30 · M1 • P4 

ロ
〈(205) 〉 頸部は外くぴれが小さく、 口り縁部 外内））横位部本のヘラナデ 破外面片50実は• 5磨測7 •滅B著区しい21-7 甕 ~ 15 0 はやや 傾ぎみに立ち上力 、 4 から 9本一゚組2連の乱止れのある櫛描櫛波描状簾文状。文。

最大径を口縁端部に有す。 頸はII本一組 め右回りの No.5 I• N 区
中央

ロ く(148) 〉
最大径を口縁部にもち、口縁部 外内）） ヘラナデo

外回内面面転赤実は剣測色顔離A料著付し着い。。21-8 晶 I 11 0 はやや短かい。 ロ緑運部はヨコナデの後あ櫛描波状文文の。楢。頚描部簾は12本一
胴上 組4 止めが4箇所る右描回状り 状文。胴

上部から胴中央部まで櫛波 P4• No.55 

胴 底胴が面部はに丸おみいをて帯器的厚ぴな不接の安異合定部なでる部ある
内）ヘラナデが一部赤に観塗察彩（ できるが、器面が荒れてお 回転成実測A

21-9 壺 ~ 〈1876 〉 あら り、最終 接 分と分考
り詳部細不横）位明c 色 が施さ）れ縦る。位 焼は良好。

外）底は ヘラナデ右回り ヘラナデ（下 Nn22 • 23 • 37 • 38 • 4 7• 48 • 52・ 10 えれる。 から上 90・N区

内）磨取滅著しいが、赤色塗彩が施されていたことが看 回転実測B
21-10 壺 底 〈40〉

できプる-・。。 No.29 
(7 6) 外）ヘラナ

21-11 甕 底 〈36〉
外内）横胴位のヘラナデ。
） 下部は縦位のヘラナデの後底部周縁部に横位の

回転実外測B
内 ・ 面共に剃離著しい

(8 9) ヘラナデ。 No.35 • 36 

15 0 脚部は「，、接」の字部状に開くと思式 内）坪部は丁寧なヘラミガキ。赤色塗彩が施されてい 完全実測

21-12 高坪 杯 〈78〉
われ、その合はソケット る 脚部はヘラナデ。 No.58 
になっている。 外）全外体゚面に丁赤寧色塗なヘラミガキが行われ、坪部及び脚部

は 彩が施されている。

脚部は「，、」の字状に大きく広
内）ヘラナデ裂料がび横施がを補見位さ修れのらるが、 亀裂の周辺はヘラミガキ 完胎全土実は密測、焼成は良好。

21-13 高杯 脚 〈58〉
がる。 により亀顔 されるよ うに施され、その部分

に色 れる。 No.69 
11 8 

外）縦赤位およ ヘラミガキ・赤色塗彩が施される。

4 5-5 0 天上部は隋円にゆがむ。 外内）） 雑なヘラナデ。
回内転面付実底荘部測（黒にB色有）機物がかす区か21-14 蓋 天上 〈54〉 ヘフ-ナプ-・。
に 。 No.5 1•N 

以上、本住居址出土遺物には、弥生後期的様相をもつ赤色塗彩の施された壺・高杯、櫛描波状

文 ・簾状文の施された甕が出土しており、また、床面付近より出土した壺の胴部片が、第 1号住

居址炉内より出土した胴部片と接合していることから、本住居址の所産期は、第 1号住居址と近

似期にあるものと思われ、弥生時代終末期から古墳時代初頭と考えておきたい。 （三石）
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第2節土坑

1) 第 1号土坑

本遺構は調査区東端あー2グリ ッドに位置し、全体層序第II層下部茶褐色土面で検出された。

南端部上面は一部撹乱溝によ って破壊をうけているものの、ほぽ全容を知ることができた。形態

は上面径で340-345cmの円形を呈し、深さ140cmを測り 、播鉢状を呈し下部で一段落ち込む。土層

は4層に分かれ、第1層は黒色土層で、粒子細かく 、粘性ややある。第2層は黒褐色土層で、ロ ー

ム粒子 ・ 炭化物僅かに含み、 この土層内 より 土師器 ・ 須恵器 ・ 獣骨 （牛・馬骨） • 石が主に出土し

た。第3層は褐色土層でローム粒子を多量に含み、粒子粗く 、ばさばさと している。第 4層は淡

い黒褐色土層で、ローム粒子 ・径0.5-2 cmの軽石 ・小礫を多量に含む。

以上、土層において、土質 ・含有物から第 1層と第2・3・ 4層とに分かれ、第 1層は自然堆

積、 第 2 • 3• 4層は人為堆積の可能性が強いと思われる。

o:l[ 

Altr-
撹乱

A 
~1 

(~ 

~ 
P{ 

}{_ 

均

叫
l庖黒色土附粒子細かく 、粘性ややあり。

2粕 焦褐色土陪 ローム粒子微少、炭化物微少含む。

3粕 褐色土陪 ローム粒子多茄に含み、粒子粗く、粘性なし。

4附 淡黒褐色土陪 ローム粒子・軽石/if0.5~2cm多:litt:: 含

み、粘性なし。

標麻701.lm 

Q Cl :so) lm 

第23図第 1号土抗実測図
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(1)獣骨 （牛・馬）の出土状態 （第24・25図、図版七・八）

本土坑第 2層上面より、馬・牛の上顎骨・下顎骨・頭蓋骨がばらばらの状態で、牛の距骨・踵

骨・足根骨が接合した状態で、

しており、骨に人工的な刻み跡が認められなかった。尚、他の骨格の部位は検出されず、近年、

， 発掘調査をされた、御代田町野火付遺跡D-16·17 • 18• 19・20の検出状態とは異なるものであ

る。

また牛の中足骨が 1本単独で出土した。

(2)土器の出土状態及び遺物について

在した状態で出土した。土器については、

（図第26図、図版十五・十六）

本土坑内の出土土器は第2層内検出の獣骨（牛・馬）の下部に敷かれた様な状態と、一部は散

図示し得たものが 4点ある。他に、土師器甕底部、器

肉厚い破片 1点、器肉薄い破片 1点。須恵器大甕底部破片 1点、

びている。他に同一個体と思われる胴部破片 3点、

破片 1点が出土した。

土師器甕の26-1は、

れ、

非常に器内厚く、

これらはいずれも白骨化

これは焼ぎがあまく黄色味をお

また、擬格子状のククキ目の観察できる胴部 、

ロ縁部から胴上部のみで全器形は知り得ないが、 やや球胴形の甕と思わ

ロ縁端部、僅かに隆起し内稜を有する。 ロ縁部は「く」の字状に大きく外反し、胴部に比べ

2帯の粘土帯によって成形されている。外面調整は胴部下方より上方に向かっ

て縦位のヘラケズリの後、 ロ縁部のヨコナデが施され、内面はヨコナデが施されている。

土師器杯の26-2は箱形を呈し、内面底部周縁みこみ部に一条の沈線が施されている。外面調

整は口縁部ョコナデ、器体部から底部にかけヘラケズリが施され、内面はナデ調整の後、

部から口縁部にかけ、放射状に暗文のヘラミガキが施されている。

26-3は須恵器小形甕で、 ロ縁部短く直線気味に外傾し、

条の外稜を有し、胴中央部上部肩が張り出している。

ケズリが観察できる。

みこみ

26-1・2は佐久地方に類例が少なく、川上村横尾遺跡にみられる甲州系甕・杯出土遺物の 2

次期前の杯・甕の特徴をよく有しており、佐久地方と山梨県との関連を示唆するものとして貴重

な資料と言えよう。

ロ縁端部にロクロヨコナデにより 1

また、底部は一部のみ残存であるが、

26-4は大形の須恵器広口壺で、頸部直立気味に立ち上がり、 ロ縁部大きく外反する。

ヘフ

ロ唇部

段をなし、外稜を有し、肩部やや張り出し気味である。胴部はタタキ目が観察でき、一部擬格子

目状のククキ目が見られる。

尚、 26-4は第25図第 1号土坑遺物分布及び接合関係図に記載したとおり、接合した結果、ほ

ぽ完形の形になったが、その出土状態は土圧により潰れたものとは考えにくく、人為的に割って

埋めたものと考えられる。

その他、土器破片の下より、獣骨 （牛・馬）、土器破片のあたかも台座の様な状態で、面取りを
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第24図 第1号土坑遺物出土状況実測図 -33- -34-
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凡例：斜線で表わした土器片は 1区、Ill区、 N区から出土した。
点模様で表わした土器片は表を示す。

(I : 16) 

゜
10cm 

第25図 第 1号土抗遺物分布及び接合関係図
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第4表 第 1号土坑出土牛馬骨一覧表

No. 動物名 部位 出土状態 備 考

年令 lオ前後乳歯から、永久歯に生え変

1 馬 上顎骨 横 転、第 2層上面 わる状態 （第4臼歯 ・永久歯に生え変わ
っている）。

2 馬 上顎骨 上向き、第 2層上面 年令12オ前後。

3 馬 下顎骨 横 転、第 2層上面
中形馬。全臼歯列長16.7cmでNo.2とセッ

トになる可能性あり。年令10オ前後。

4 馬 上顎骨 横 転、第 2層上面
小形馬。全臼歯列長1527cm、年令13~
14オ。

5 馬 下顎骨 横 転、第 2層上面 年令15~18オ。歯の摩耗著しい。

6 牛 上顎骨 横 転、第 2層上面
小形牛。年令6オ位、・No.7、No.8と同一

個体？

7 牛 下顎骨 横 転、第 2層上面
小形牛。年令6オ位、右側Mo.6、No.8と

同一個体？

8 牛 下 顎骨 横 転、第 2層上面
小形牛。年令6オ位、左側No.l、No.3の

下より出土、 No.6、No.7と同一個体？

， 牛 中足骨 第 2層上面
No. lの下より出土、凹ぎみに1~ 2 mmの

幅で溝がある。

10 牛 距 厄月 第 2層上面 No.14、15、接合、後足右側。

11 牛 後基節肢骨 第 2層上面

12 ？ 
眼孔付近 第 2層上面 No.13と同一個体。
の頭蓋骨

13 ？ ” 第 2層上面 No.12と同一個体。

14 牛 踵 ,ra. 円 第 2層上面 No.10、15と接合、後足右側。

15 牛 足根骨 第 2層上面 No.10、14と接合、後足右側。

し、立方体の集塊岩が 3個、握りこぶし大と頭大の軽石、扁平な安山岩 2個、頭大の安山岩の）II 

原石が 1個出土した。

以上、本遺構の所産期は土師器26- 1・2、須恵器26-3・ 4から 8世紀末から 9世紀代と比

定される。
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第26図 第 1号土抗出土土器実測図
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第5表 第1号土坑山土土器観察表

闘 器 喜法祉 成形及び器形の特徴 調 整 備 考
種

ロ縁手部から頸帯部にか帯けて比較的 外内）ヨコナデ。 破胎片実測B No. l 
(25 2) 厚形 で、 二 の粘内土 により成

） 口縁部から頭が部施にかけてそ斜の方の位ョ向後のコは頸ナヘ下部デラか、のナら調そデ上整のがと後痕考部縦えを分ら位補的れ修のにる

土は3-5 mm大の小石粒
26-1 甕 ロ 〈68〉 直され立ている。立 面上口唇部はや ヘラケズリ 頸され部、 子黄を茶多び褐少暗含んでいる 茶内面

や 気味にちがり、稜を す施るかの、よゆ。うに に は 茶色。褐外色面は黄゚ 褐
有する。 されてし ヘラケズリ 色及 を呈する。

ロ (14 4) 内面底部外周に凹線が観察でき

外内）） ロクロヨコ向ナナては放デデ観。射の察後線で横状き位にな
回転調実測内B 

26-2 杯
nk 
4 2 る。 ロクロヨコ ヘラケズリが施されてい 色は ・外面が白黄褐色、

(9 2) る面が、に砂お流方 かった？底面はヘラケズリ。 底面が黒色を呈する。 I区
文）内 い 暗文か施されている。

ロ辺部は短かすてがく、器考ぽ肩壁まえ部のからが厚れ張肩、さ特部りが平下に異底及胴なの部びり

内 外斜面ともにロクロヨコナデ、き内面底部においては
回色転調実は測、内内B・面外底面部にが自青然灰釉色あ、口 (13 8) 

胴底部門に向けて 方向へのハケメが観察で る。
26-3 甕 I 14 4 下におい を呈し

底 (7 8) 粘体の接合 り。No.12
と底部では調整の様相が異なっている。

ロ縁面部から頸が部がゆがんでおり 内）口縁部か押ら頸部がロクロヨコナデ。凹頸が部から底き部 回転調実測A

内 の調整別 頸部成より下接部方合旦と異 にか上けて え板の痕と考えられる 観察で 、 色 は外、内は面内底外部共がに青黒灰灰色色、
っており 々に形し した 頸その からナデている それ以

ロ 28 0 ことが考えられる 底分 面に 外） 部から底部にか後けて縁゚整右に傾斜したククキメが施 を呈する。
26-4 壺 it 50 2 輪か切？）張りがにな2箇る接所合観部゚察でき（る合。痕肩 されており、その 口 部から頸部悶る。に尚[か、胴けてロク No2 - 9 •11 

13 8 ロヨコナデにより再調されてい 部にお I区・ III区.VI区
部が っている。 いて一部部に不規格則なハケメす(と?考も)が きれ、ククキ

メもー に凝方 子目状を呈 の る。タ
クキメは下 より施された えられる。

(3)獣骨（牛・馬）埋葬と風習の一考察

本遺構の遺物出土状態は佐久地方には他に類例を見ないものの、埋葬するに当り人の選択する

力が多分に働いたように思われる。第 1に牛骨と馬骨のみで、しかも特定の骨格の部位であるこ

と、そして、下顎骨と上顎骨をばらしていること（他に距骨・踵骨・足根骨が 1セット、中足骨

が1本出土しているが）。つまり本体を何かに利用し、下顎骨・上顎骨等のみ埋葬したことが窺わ

れる。第2に甲州系の土師器の出土は、この風俗習慣の伝播を知るうえで貴重な手掛りになると

思われる。第3に牛・馬骨に伴って出土した土器は、供献遺物とは考えられず、また、当時、日

常庶民の使っていた土器であることから、支配・被支配の関係から行われた行事ではなく、一般

庶民の伝承行事の様に考えられる。第4に文献を調べてみると、類緊三代格巻第十九、禁制事、

野事の所で應禁屠殺馬牛事と應禁制殺牛用祭漠神事の二つの禁制が発布されており 、逆説的に考

えると、庶民の間では、この二つの事がらが盛んに行われていたことが窺われる。

以上のことから、律令制度により、農耕を生産基盤とした中央集権国家が確立した当時におい

て、庶民は気象現象に生活の影響を非常にうけた。また、中国を中心とした文化圏の中で、日本

も大きく思想・信仰・技術・政治機構が唐風化する。その中で、中国では古来から牛馬を使った

雨乞等、呪術的な農耕の祭りが盛んに行われ、それが朝鮮半島を渡り日本に伝播したか、あるい

は直接（遣隋使・遣唐使等）伝播したものと推測される。

（羽毛田伸）

註 l 長野県史刊行会笹沢浩氏の御教示による。
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第3節溝状遺構

1) 第 1号溝状遺構

A 調査区外 R
 

A- A-

1層黒褐色土陪 しまりあり、粒子細く 、礫少品含む。

2庖 淡黒褐色土屠 粘性なし、ばさばさしている。

ローム粒子少益含む、砂含む。

3庖 淡茶褐色土屈 ローム粒子・砂・礫%I-2cmを含む。

4陪 暗黄褐色土陪壁崩落

(I . II陪耕作土）

B
-

刊
――

R
1
 

標高709.Sm

遺構・遺物

（第27図、図版六）

本遺構は第 2号住居址中央

部を南北に切っており、本調

査区あー8、し‘― 7・8グリ ッ

ドに位置する。道路幅発掘の

ため全容を知り得ないが、全

体層序第II層下部で検出され

た。上面で幅120-150cm、底

面で10-50cm、深さ57-60cm

を測り、断面形は緩いU字状

を呈する。土層は 4層に分か

れ、第 1層は黒褐色土層で、

粒子細かく、しまりがあり、

小礫を僅かに含む。第2層は

淡黒褐色土層で、ローム粒

子・砂粒を僅かに含み、土質

はばさばさしており、粘性は

ない。第3層は淡茶褐色土層

で、ローム粒子・砂粒・小礫

O
・
 

利
l

調査区外

o:so) 2!11 (c/Jl-2cm)を含む。第4層

は暗黄褐色土層で流れ込みと

思われる。

第27図第 1号溝状遺構実測図 以上のこ とより、僅かに水

の流れた痕跡を溜めるものの、空掘の状態で使用したものと考えられる。

遺物については、第 2号住居址を切っているため、混入遺物として弥生土器が出土した。その

他土師器片、須恵器片、灰釉陶器皿破片が出土しているが、いずれも本遺構の所産期を決定でき
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る資料がなく、少なくとも第 2号住居址より新しい時代の遺構である。

（羽毛田伸）

2) 第2号溝状遺構

遺構・遺物 （第28図、図版六）

本遺構は、調査区北西隅いー12・13グリッド内に位置し、全体層序第III層黄褐色ローム層上面

において検出された。他遺構との重複関係はなく単独で検出され、南側に隣接して第 1号住居址

が存在する。東側及び西側は調査区外であるため、一部分のみの検出であり 、遺構の全容は把握

できなかった。

規模は、検出部分で全長476cm、溝幅36-58cm、深さは16.5-47.5cmを測り 、東西にほぽ直線上

に延びており 、東端で終息あるいは北方に屈曲するものと思われる。

覆土は、ローム粒子・パミスを含む茶褐色土層 l層のみで構成されており 、断面形は、逆台形

を呈する。底面はほぽ平坦であるが、東から西に向って徐々にレベルを低下させており 、東端と

西端との比高差は61cmを測る。

本遺構からは全く遺物が出土していない。従って本遺構の性格及び所産期は判然としない。

（三石）

R 

調
査
区
外

A 麟 A

1居茶褐色土陪粘性なし、しまりなし。ローム

粒子・バミス・fifI -2cmの小

石を少品含む。

1住
標高708.2m

Q C 1 : 80) 2m 

第28図第2号溝状遺構実測図
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第4節 耕作土及び表採遺物について

~ 三三ニニニ

八

Q (l : 3) 59m 

第29図 耕作土出土石器実測図

池畑遺跡において、磁器

片（染付茶碗）、陶器片（播

鉢）、須恵器片、弥生土器

片、縄文土器片等が出土し

たが、いずれも小片のため

1 図示できなかった。

29-1の横刃型石器は半

両面加工で石質は硬砂岩で

ある。

（羽毛田伸）
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第V章 西御堂遺跡の遺構と遺物

第 1節土坑

遺構 （第30・ 31図、図版十）

本遺跡からは、土坑が2基検出されたほかは、南北方向の撹乱溝と畑の耕作によると思われる

撹乱が確認できただけである。

第 1号土坑は、調査区西側B区中央付近に位置し、全体層序第III層黄褐色ローム層上面におい

て検出された。他遺構との重複関係はなく、単独で検出された。

平面形態は、 108X 126cmの楕円形を呈し、底面周縁部にテラスを有し北側が深く窪む。深さは

テラズ部で6-20cm、最深部で28cmを測る。

覆土は、テラス状の部分で 2分され、 上層はロ ーム粒子・パミスを少量含む黒色土層、下層は

ローム粒子を多量に含む淡い茶褐色土層である。底面は凹凸が著しい状態である。

本遺構からは全く遺物が出土していないため、性格及び所産期は不明である。

第2号土坑は、調査区中央付近D区内南寄りに位置し、全体層序第III層黄褐色ローム層上面に

おいて単独で検出された。当初は性格 ・時期等不明であったが、地元の人の話により、肥溜であ

り戦前までこのような形態の肥溜が使用されていたということが明らかとなった。平面形態は、

c 

□A 

瓢疇"'"
l陪 黒色土庖 粘性あり、粒子細い、ローム粒子・バミスを

少位含む。

2 /('! 淡茶褐色土陪 粘性弱い。ローム粒子を多批に含む。

パミスを含む。

標高710.64m

0 (I'.60) lm ' . 

第30図第1号土抗実測図

標高711m

9 (I : 60) l.m 

第31図第2号土抗実測図
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径124cmと154cmのほぽ円形の土坑が2基並列
した瓢鏑形を呈し、深さは約60cmを測る。覆

土は 5

層に分割された。第 1層は淡い黒褐色土
層で、ローム粒子を含む。第 2層はロー

ム粒子・粘土を

含む茶褐色土層である。第3層は黒褐色土層
で、 0.5-1 cm大の小石・ローム粒子・ロー

ムプロッ

クを含む。第4層は粒子細かく粘土を含む暗
黒褐色土層である。第 5層は灰褐色粘土層

で壁に張っ

た粘土の崩落と思われる。断面形は逆台形
を呈する。

構築順序としては、地表面から桶よりや
や大きく円形垂直ぎみに掘り込み、底面

を平坦にした

後、底面に軟質な粘土を張る。桶を底面
に設置し、さらに掘り込んだ側面と桶と

の隙間に桶の歪

による漏れを防ぐための粘土を入れ固め
る。また 2基がセットとして使用された理由と

しては、

糞尿をある期間溜めておき腐敗させ、肥
料としての効用をもたせるため交互に使

用 したも のと思

われる。

出土遺物は、染付茶碗が2片出土したのみであ
る。

（三石）
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第VI章調査のまとめ

今回、池畑遺跡と西御堂遺跡において検出された遺構・遺物の詳細は前述した。検出された遺

構は、池畑遺跡で住居址 2棟、土坑 1基、溝状遺構2基、西御堂遺跡で土坑 2基である。

一方、出土遺物には、弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、石器、石製品、土製品、牛馬骨

等がある。

以下、今回の調査において検出された遺構・遺物を中心としてまとめを行っていきたい。

第 1節遺構

今回の調査で、弥生時代終末期から古墳時代初頭と考えられる住居址が 2棟検出された。いず

れも調査区西寄りに位置するが、今回の調査は幅約10mという限られた範囲での調査であるため、

遺跡の存在する台地上に東西にトレソチを入れたことに等しく、台地全体における遺構の分布等

を把握するには至らなかった。

池畑遺跡において検出された 2棟の住居址はそれぞれ規模・形態が異なり、第 1号住居址が長

軸552cm、．短軸465cmで短軸と長軸の比が 1: 1.19の南北にやや長い隅丸方形で、第2号住居址は

長軸764cm、短軸478cmで短軸と長軸の比が 1: l. 6の南北に細長い特徴のある隅丸長方形である。

長軸方位は、わずかに西を向くがほぽ北方向を示す。

覆土は、いずれも自然堆積の層序を示しており、黒褐色土層、黒色土層、茶褐色土層が主体と

なっている。

住居址内ピットは、いずれも主柱穴は 4個で、上部にテラス状の部分を有し、断面形は有段の

「U」字状を呈する。両住居址とも覆土はこの段部で 2層に分割され、上層は黒褐色土層、下層

はローム粒子を主体とする淡い黄褐色土層である。貯蔵穴と思われるビットは 2棟とも検出され、

第 1号住居址は南壁直下西寄り、第 2号住居址は南東隅に位置する。また入口施設に関係あると

思われるピットも南壁下中央付近より検出された。

炉址は、第 1号住居址ではP1とPzの柱穴間に位置し、第 2号住居址は住居址のほぼ中央に位置

しており、いずれも地床炉である。

現在までの佐久地方における弥生時代終末期の住居址の調査例は、小諸市久保田遺跡Y2・3

号住、佐久市下小平遺跡Yl-5号住がある。久保田遺跡の住居址形態は、 Y2住が南北609cm東

西600cm、Y3住が南北515cm、東西507.5cmを測り、いずれも短軸と長軸の比が 1: 1.01の方形を
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検出 第6表 池畑遺跡住居址一覧表

! 
平面プラソ

検出
規模 壁 長 床面積 壁残高 長軸方位 炉 ビット 時期 備 考

位置 形態
長軸 短軸 東壁 西壁 南壁 北壁

cm cm cm cm cm cm m' cm 
し、ー12

隅丸 主柱穴 4弥生終末
l住 うー11

方形 552 465 502 554 434 420 25 1 
24~ 
N-7°-E 

柱穴間
貯蔵穴 l I 

12 54 5 地床炉
他 1古墳初頭

第 1号溝状

し,_8 主柱穴 4弥生終末
遺構により

2住 う一7
隅丸
764 478 730 734 418 418 35 6 

34 5-
N-3°-E 
中央
貯蔵穴 1 I 

中央を南北

8 
長方形 58 5 地床炉

他 2古墳初頭
に切られる。

北東隅わず

かに未調査。

呈し、 また、下小平遺跡Y1• 2・4号住は南北873-942cm、東西537-582cmを測り、 短軸と長

軸の比が 1: l. 6の隅丸長方形を呈し、 Y3号住は南北550cm、東西460cmで短軸と長軸の比が 1・

1.19の南北にやや長い隅丸方形である。

第 1号住居址は、住居址規模・形態において下小平Y3住と近似した数値を示しており、また

炉が北側柱穴間に位置すること、貯蔵穴が南壁直下に存在することなど類似点が多く認められ、

第2号住居址は、下小平Y1 • 2・4住と比較してやや小形ではあるが、短軸と長軸の比が 1: 

l. 6の隅丸長方形を呈し、貯蔵穴が下小平Y2住と同様に南東隅に位置するなどの類似点がみら

れ、時間的近似期にあるものと考えられる。さらに、第 1号住居址炉内より出土した壺胴部片と、

第2号住居址東壁下床面付近より出土した胴部片が接合関係をもっており、何らかの関連性があ

るものと思われる。第 2号住居址の炉址は、住居址のほぽ中央に位置するが、当初本住居址は 2

基の炉を有しており、北側柱穴間に位置していた炉址は第 1号溝状遺構によって破壊され、中央

の炉址のみが残存しているとい う可能性も指摘できることを付しておく。また本住居址の炉址は、

深さ約47cmと深く掘り凹めてあり、佐久地方においては初見と考えられる。尚、石部正志氏は、

地床炉と意識的に深く掘り凹めた竪穴炉とを区別しているが、本炉址が竪穴炉として捉えること

ができるものであるかが不明であるため、一応地床炉と考えておきたい。

弥生時代終末期における住居址形態は、第 1号住居址、久保田Y2・3号住、下小平Y3号住

にみられる隅丸方形と、第2号住居址、下小乎Y1・2・4号住にみられるような短軸と長軸の

比が 1: 1.6と大きく、南北に長い隅丸長方形の 2形態がみられ、さらに、更級郡上山田町御屋敷

遺跡において、森嶋稔氏により 、竪穴住居址のプラソについて、後期箱清水式期の住居址は 7X 

5mの長方形で、弥生時代終末期から古墳時代最初頭御屋敷期の住居址は 5X5mの小形の方形

であり 、やがて 8.X8mと大形の方形住居址になり、古墳時代前半期の住居址は 6X5.5mの短長

方形になるというように時期によってプラソの変化がうかがえる。という指摘がなされており 、
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大略的には、弥生時代後期の長方形の住居址から、古墳時代の方形の住居址への推移を想定して

いる。今回、調査の行れた 2棟の住居址は、その過渡的様相を示すものと考えられ、弥生時代後

期的な長方形の住居址と古墳時代的な方形の住居址の 2形態が共存している点で注目される。

佐久地方における現在までの該期の調査例は少なく、今回検出された 2棟の住居址は、今後、

弥生時代から古墳時代への変遷を考究する上での貴重な資料といえよう 。 （三石）

第2節遺物

池畑遺跡は道路新設に伴う調査のため、遺跡の全容が判明できず、主な遺構として住居址 2棟

と土坑 1基を検出しただけであった。そのため器種構成も極めて貧弱であるが、第 1号住居址出

土の12-1の無彩土器の高杯は、弥生時代終末期から古墳時代初頭を示す土器として貴重な遺物

といえ、第2号住居址からの多量の甕形土器の出土も特筆されよう。また、第14図第 1・2号住

居址間接合関係関連図で示した様に、第 1号住居址炉内出土の壺破片と第2号住居址内出土の壺

破片が接合関係にあることから、速断はできないものの両住居址の所産期は同時期または時間的

近似期を示す可能性があるといえる。

尚、第 1号土坑出土の牛馬骨と土器については前述してあるので、今後、第 1号土坑の様な類

例の増すことを期待し、本遺構が民俗の風習・習慣を知るための基礎的なものになればと考える。

ここでは弥生時代終末期における甕の分類を、本遺構出土の甕を中心に行ってみた。

ロ縁部形態

I・・・・・・・・. 素口縁

II. ・・・・・・..貼付口縁

胴部最大径の位置

A………胴中央下部 （球状を呈する）

B・・・・・・・..胴中央部

C-・ …・ …胴中央上部

文様形態

頸部櫛描簾状文

X・・・・・・...ある

Y・・・・・・...なし

胴部

E・・・ ……櫛描斜走直線文 （横位羽状）

F……・・・櫛描波状文
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21-6・7・8 

20-1・2 

20-1 • 21-6 

20-2・4 

20-3 

20-2・4 

20- 1 • 3 

20-2、22-1a・b 



F1・・・・・・・..振幅が小さく、 帯としての単位がはっきりしているもの。

20-3 

Fz………振幅が小さく 、単位も不揃1,,で乱れているもの。

20-4、21-7・8 

応………振幅が大きく、帯の意識が薄れ、波状文が多く重なりあうも
の。

21-6 

G………櫛描波状文の上に櫛描斜走直線文 （横位羽状）を施文

20-1 

以上のことから、器形において一定の傾向がみられず、弥生時代後期
（箱清水式土器）的様相

の甕と、次期につながる球胴形の甕とが共存している。文様は弥生時
代後期的様相の櫛描文が施

文されているが、弥生時代終末期的様相の器形の小形化と施文の乱れ
を有する恥が共存している。

Gであげた20-1は特筆するもので、櫛描波状文を口縁部から胴中央部に施
した後、

形で横位羽状の櫛描斜走直線文が施文されている。 このことは時
代の過渡期におけるデザインの

混雑化現象とも考えられ、良好な例と思われる。尚、

これを消す

Gとは 目的意識の上で異なるもので、佐久

地方では波状文と斜走直線文が同じ甕の中に併用して施文された例と
しては清水田遺跡出土の甕

があげられる。従来、佐久地方では弥生時代後期の土器において、櫛
描斜走直線文 ・貼付口縁は

6) 

比較的古い要素の土器とされていたが、再検討を促す資料となるであろ
う。

尚、 20-3、21-6 • 8等にみられるように、内面ヘラナデ痕に赤色顔料の付着が観察できる

ことは、調整器具に赤色顔料が付着していたことをものがたり、弥生
土器にみられる赤色塗彩の

方法を知る上で一つの示唆になると思われる。 21-9 • 10の壺の内面全面に赤色塗彩の施されて

いることは、従来、当地方の弥生時代後期の壺には観察されず、使用
目的のためか、甕の櫛描文

同様、 デザイ｀ノの混雑化によるものか、今後の資料の増加を待って
、検討を行っていきたい。

第 1号住居址出土の12-1無彩の小型高杯は、弥生時代終末期から古墳時代初
頭への変遷を考え

る上で指標となり得るものと思われ、千曲川流域においてこの小型高
杯と同じ所産期と思われる

遺構としては、小諸市久保田遺跡Y2・3号住居址と第 1・2号円形周溝墓
、更級郡上山田町御

屋敷遺跡Y1・4号住居址等があげられる。

古墳文化が形成される時期と考えられ、

この小型高杯が出現する時期は、畿内・濃尾地方に

その影響によって外来系の土器が当地方にもたらされた

7) 8) 

可能性が強いものと思われる。従って12-1は外来系土器として、花岡弘、
比田井克仁両氏も述

.1 ..• 

1

.

,
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_
'
，
＇
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，
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1
,
1
1
1
_i

ー
・ー，
i,
＇，叶＇り・

べているように、畿内から東海西部（元屋敷式）に、 それから東海東部 • 関東へ、さらに長野県

には天竜川を遡り、千曲）II流域に入って来たものと考えられる。

尚、昭和55年度発掘調査された下小平遺跡の第 1~ 4号住居址より出土した甕形土器に類似

した点が観察され、その所産期の再検討を提示する資料となることも付
記しておく。（羽毛田伸）
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註 1 小諸市教育委員会 1984 「久保田j

註 2 報文中においては、口縁部が有段をなす壺について、「本遺跡の主体をなす箱清水式期の壺は、壺Aにおいて笹

沢氏のいわれる吉田式壺D1•D2類に強い類似性をもち、 ……」とし、また嬰については「壺の有段口縁及び内弯

する口縁とその部位に波状文を施文する要素が中期末及び吉田式からの、また、鹿の文様斜状文を同様にとらえ

るならば・・・・・・」として、壺A及び甕の斜走直線文 （斜状文）を古い要素としているが、壺の球胴形を呈する胴部

は新しい様相を示しており、また本遺跡を見る限り、甕の斜走直線文は、弥生中期から終末期及び古墳時代初頭

まで継続する可能性が強いと考えられ、さらにY3住内には、小型丸底堵とも考えられる土器も共存しているこ

とを勘案すると Yl-5住の所産期は、本遺跡第 1・ 2号住居址と同様、弥生時代終末期から古墳時代初頭と考

えるのが妥当であろう。

註 3 石部正志 1974 「考古学からみた火」 （「日本古代文化の探究 火」）

石部正志氏により、竪穴炉は「床面を20-30cm以上、直径0.5-1 m掘り凹めただけの炉であり、周辺に自然石

や石皿 ・凹石が散在したり 、埋菱が副えられたりしているケースが多い。」という指摘がなさている。

註 4 森嶋稔 1978 「第三章弥生時代」 （「更級埴科地方誌第二巻原始古代中世編j)

1982 「御屋敷遺跡」（「長野県史 考古資料編」全 1巻〔2〕）

註 5 百瀬新治 1981 「3櫛描文」 （「箱清水式土器j)
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付編

長野県佐久市池畑遺跡出土の馬と牛の骨について

前橋第二高校

宮崎重雄

I はじめに

池畑遺跡の第 1号土坑から 5個体分の馬歯・馬骨と 1個体分の牛歯と牛骨が出土した。第 1号

土坑は、 IIすりばち＂状の掘り込みで、上縁部の径が 3m40cm、深さが 1m20cmほどあり、獣骨類

は土坑の中心部の深さ57-82cm、径80cmの範囲内に埋存していた。伴出した土器片から、獣骨類

の時代は8-9世紀頃（奈良時代の末から平安時代の始め）と考えられている。馬と牛の骨が古

代の遺跡から伴出することはめずらしく、これまで大阪府四条畷の古墳の石室内からの出土例を

知るのみである。
2) 3) 

本報告で用いた解剖用語は、主に日本獣医学会 (1978)により、計測法は主にDuerst(192 6) 

にしたがった。主として用いた計測器具は三豊製のl/20mmのノギスを使用した。また、臼歯の咬
4) 

合面の名称は長谷川他 (1979)によった。

II 記載

1) 馬歯・馬骨について

出土したのは上顎3個と下顎2個であるが、上下顎骨が咬み合っているものはなく、個々ばら

ばらの状態で埋存していた。大ぎさ、咬耗度、咬合面の形態などから、この 5個の顎骨はそれぞ

れ別個体に属するものと考えられる。ただし、 2号馬と 3号馬とは計測値と咬耗度が近似し、同

一個体に属する可能性も多少は残っている。体幹骨、四肢骨は出土していない。これらの事情は

上下顎骨を人工的に切り離したか、死後一定時間経過し、腐敗分解が進んで、上下顎骨が分離し

た段階で、上顎あるいは下顎のどちらかを持ってきて埋めたように思える。これが、いわゆる再

葬なのか、呪術的なものなのか、あるいは単なる遺体の再処理なのかは、現段階では明らかでは

なし 'o

a) 1号馬 （第2・3・4表）

左右の上顎乳臼歯6個、 同臼歯10個、切歯3個、歯槽突起破片

咬合面を上に向けた状態で埋存していた。乳臼歯が左右とも第二乳臼歯から第四乳臼歯まで残

存するが、左右とも第二乳臼歯の後葉部が欠如している。右側でみてみると、歯冠高が第二乳臼

ハ
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歯で12.2mm、第三乳臼歯で13.0mm、第四乳臼歯で19.4mmとかなり小さく、咬耗が進んでいるが、

咬合面のエナメル摺嬰が消失してしまうほどまでにはいたっていない。どの乳臼歯も、舌側歯根

が大きく舌側に張り出している。乳臼歯の歯根部には吸収窓が見られ、歯槽突起内には永久歯が

のぞいていて、歯の交換期の近いことを示している。左右とも、第一大臼歯はすでに萌出し、咬

耗のごく初期にある。第二大臼歯は萌出途上にあり、咬耗は受けてない。第三大臼歯は形成され

ている痕跡はない。このような換歯の状況から、本馬の年令は 1オ数ヶ月と推定される。性別は

知る手がかりがない。

本馬と、群馬県吉岡村大久保A遺跡出土の平安時代馬の乳臼歯とを比較してみると、歯冠長で、

第三乳臼歯が2.7mm、第四乳臼歯で3.9mmと本馬の方が小さいが、歯冠幅では、逆に第三乳臼歯で

2.0mm、第四乳臼歯で3.0mmと本馬の方が大きい。すなわち、第 3表の歯冠の幅率にも表われてい

るように、本馬の乳臼歯は大久保A遺跡出土の乳臼歯ほど細長い形をしていないのである。次の

現世のサラブレッドと比較してみると、歯冠長で、第三乳臼歯が2.1mm、第四乳臼歯が1.8mm、歯

冠幅で、第三乳臼歯が1.6mm、第四乳臼歯が2.1mmといずれも本馬の方が小さい。すなわち、歯冠

長、歯冠幅とも本馬の方がかなり劣っているが、幅率では両乳歯とも近似した値を示しており、

本馬は、ほぽ同時代の群馬の馬より現世サラプレッドの方に類似した形状を示している。このこ

とはエナメル質の形状についても言える。

本馬の第一大臼歯は咬合面近くで歯冠長、歯冠幅が増すマッチ棒状を呈しており、咬耗が始まっ

たばかりである。第二大臼歯はまだ萌出途上にあり、咬合面も外部セメソト質に完全に覆われて

いる。この歯も咬合面近くでわずかに歯冠長が増している。

切歯は、まだ咬耗を受けていない左右の上顎第一切歯と右上顎第二切歯が採集されている。

なお、本馬のものと認定される下顎骨および下顎の歯は 1片も採集されていない。

b) 2号馬（第 1・2表）

左右上顎臼歯12個、左上顎第一切歯 1個、右同第三切歯 1個、口蓋突起破片

2号馬は前述の通り、 3号馬と同一個体である可能性をわずかにもっているものである。犬歯

が発見されていないが、もともとそれが無かったのか、風化などのため消失してしまったのか判

断できないため、性別は不明である。年令は切歯の咬合面の形状および臼歯の咬耗度から12オ前

後と推定される。

臼歯列の咬合面は、ゆるやかにごくわずか下顎側に凸弯しているだけで、正常な咬耗をしてい

る。臼歯の形態で特筆されているのは、左右の上顎第三大臼歯の後小嵩 (postfossette)が工ナメ

Jレ摺襲で囲まれているのではなく、遠心側へ開いて内弯状を呈していることである。群馬県の大

久保A遺跡でも同様の上顎第三大臼歯が出土しているが、これが単なる個体変異なのか、当時の

馬に見られる系統的なものなのか、あるいは別の要因によるものなのかは、今後の資料の増加を
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待って検討していきたい。

本馬の上顎全臼歯列長は、第二前臼歯が破損しているために、やや正確さに欠けるが、 166mm前
6) 

後である。これは日本の中型在来馬の木曽馬の平均値173.2mmを大きく下回るものの、同じ中型在
7) 

来馬の御崎馬の163.8mmをまわずかに上回る。

また、ほぽ同時代の他遺跡の馬と比較してみると、本馬の166mmは、群馬県の平安時代馬の十三
5 l 5) 

宝塚馬の169.4mmや同県大久保A遺跡 2号馬の169.4mmよりは小さく 、長野県の平安時代馬の野火
8) 

付 4号馬の166.2mmにほぽ匹適している。

c) 3号馬 （第 1・2表）

左右下顎臼歯12個、切歯 3個、犬歯 1個、下顎骨片

咬合面を上に向けて埋存していた。歯冠基部の最大径がll.8Xl0.8mmの犬歯が検出されたこと

からオスと判断される。どの切歯も咬合面近くが大きく破損しているために、細かな年令の決定

はできないが、歯の咬耗度および切歯の咬合面の形状などから、ごく大ざっばな推定で10オ前後

が予想される。

？） 

下顎の全臼歯列長は167.2mmで、中型在来馬の御崎馬の平均値167.2mmに等しい。しかし、木曽
6) 9 l 

馬の最小のものの168.0mmにはおよばない。また、小型在来馬のトカラ馬の157.0mmよりははるか

に大きい。

上信地方の平安時代馬と比較してみると、群馬県の十三宝塚馬の172.0mmや大久保AのOAII2 
5) 5) 

号馬の173.0mmよりは小さいものの、大久保AのOAII1号馬の155.6mmや長野県の野火付 1号馬
8) 

の161.0mm、2号馬の165.5mm、3号馬の163.0mmをいずれも上回り、この頃の馬としては大きい方

であったといえよう。

d) 4号馬 ・（第 1・2表）

左右上顎臼歯12個、歯槽突起破片

咬合面を南東方向に向けて埋存していた。性別を知る手がかりはない。年令は臼歯の歯冠高す

なわち咬耗度から大ざっばに判断して13-14オが予想される。咬耗は比較的正常に進行している。

第三後臼歯の咬合面では、後小窓 (postfossette)を取りまくエナメル摺襲が閉じていて、本遺跡

の2号馬のように遠心側へ開くようなことはない。本馬は、 152.7mmというだいぶ小さい上顎全臼
6) 

歯列長で、朝鮮の小型在来馬である済州島馬の151,0mmにほぼ匹適する。もちろん日本の中型在来
6) 7)  

馬である木曽馬や御崎馬のそれよりはるかに小さい値である。

上信地方の既知の平安時代馬で、本馬の全臼歯列長を下回るものはないが、近世～近代初頭の

ものでは本馬より小さい計側値を示すものが 2例だけあり、 1つは群馬県高崎市の下佐野 2号馬
I O) I I) 

の146.0mmであり、もう 1つは同市中尾馬の141.0mmである。いずれにしても本馬は近世以前馬と

しては小さい方であるといえる。
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e) 5号馬（第 1・2表）

左右下顎臼歯10個、下顎歯槽骨破片

咬合面を南東方向に向けていた。犬歯の存在が確認されず、性別は不明である。臼歯の咬耗が

だいぶ進み、その歯冠高の値から15-18オ程度の大ざっばな年令推定ができる。咬耗の異常が激

しく、咬合面が大きく波打っている。第一大臼歯の咬合面は歯軸に対して70°ほど近心側へ傾き、

第二大臼歯のそれは60゚ほど遠心側へ傾いていて第二大臼歯の下原錐 (Protocenid)と第一大臼歯

の下内錐 (entoconid)が下顎の咬合面の最頂部をなしている。他に第四前臼歯では下後錐

(metaconid)と下後附錐(metastylod)が、第三前臼歯では下後附錐が高くなっている。この状

態は左右の臼歯列ともだいたい同様である。注目されるのは、左の第四前臼歯の咬合面で下後錐

谷 (metaflexid)が近心側に開かずにエナメル質が径6.1X2.4mmの楕円形に閉じていることであ

る。これは咬耗が極端に進んだ結果生じたものなのか、この個体特有のものなのかは不明である。

本馬の第二前臼歯を除く 、全臼歯の歯冠長の和は114.8mmで、現世小型在来馬のトカラ馬のそれ

の127.0mmを12.2mm下回る。このことで本馬が体高110cm弱のかなり小型の個体であると理解でき
8) 

る。このような小型馬は、御代田町野火付遺跡出土の平安時代馬に一頭も見られないし、全国的

にも公表されているものを筆者は知らない。小型馬は体高が低いので、荷が背に乗せやすく、駄

馬として用いられたようだから、本馬もそのように使役されたものであろうが、老令にいたるま

でよく使役に耐えられたものである。

2) 牛歯・牛骨について

12) 

牛は、 BC7000年頃、西アジアのアナトリアあたりで家畜化されたといわれるが、確かなもの
13) 

は6000年前まで下る。日本への渡来は弥生文化期以後と推定され、水田稲作農耕の渡来とほぽ時
14) 

代を同じ くしている。しかし農耕用の役畜として渡来したのかどうかは明らかでない。 8世紀頃

の奈良時代には唐から摯が輸入され、水田の耕作に黎が用いられている。また平安時代初期に刊

行された「延喜式」には、信濃国など22ケ国から蘇 （牛乳製品の一種）が貢納されていることが
1 5) 

書かれてあり、全国的な牛の飼育が認められる。牛の飼養目的は上記のように農耕、食料の他に

祭祀、交通などがあり、牛を殺して神を祭ったり、平安時代初期からは牛車の晩用にされたり
1 6 l 

した。

古代の牛の形態は、現在山口県萩市の見島牛や鹿児島県の口之島牛にしのぶことができる。見
15) 

島牛は、メスの体高が116cmほどで、黒毛和牛のメスの平均125cmよりだいぶ小さい。またその遺

伝子構成が南鮮牛に類している。現代の黒毛の和牛は、明治以来欧米諸国からいろいろな品種の

ウシが輸入され、在来牛に交雑されたものに中国地方を中心に選択淘汰と近親交配が重なって成
1 4) 

立した品種である。

これまで長野県の古代遺跡で牛の骨が出土した例は塩尻市の平出遺跡であるが、土師文化期の
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ものである可能性はあるものの、年代決定は相当困難とされている。また出土部位も歯に限られ
l 7) 

ている。

その点、本標本は8-9世紀頃のものであることにほぽ間違いなく 、出土部位も上顎骨および

下顎骨とほぽ完全な中足骨など足根骨、指骨が出土していて、古代牛の形態を知る上で貴重な資

料と言えるものである。

記載（第 5·6·7·8• 9・10・ 11表）

左右上顎骨破片と臼歯12個、左右の下顎骨破片と臼歯12個、左踵骨、同距骨、同第四中心足根

骨、同中足骨、左内側基節骨、同中節骨各 1個
l 8) 

上顎の臼歯の大きさについて第5表でみると、本牛は後臼歯列長が82.1mmあり、朝鮮牛にほぽ
l 8) l 7) 

等しく、九州牛よりはやや大きい。静岡県の長岡弥生牛をもわずかに上回っている。塩尻市の平
l 7) 

出遺跡の牛と後臼歯の歯冠長の和で比較してみると、上顎で本牛は83.4mmあり、平出遺跡の79.5

mmをだいぶ上回っている。下顎では89.3mmあり、静岡県長岡弥生牛の87.6mmを少ししのいでいる。

次に下顎の全臼歯の歯冠長の和で比較してみると本牛は143.3mmあり、やはり139.5mmの長岡弥

生牛を上回っている。しかし、下顎の歯冠幅では、第二前臼歯を除きどの歯も長岡弥生牛より小

さな計側値を示している。また上顎の歯冠幅でも平出土師牛のそれを下回っていて、池畑牛は歯

冠長のわりに歯冠幅の小さい牛であるといえる。

下顎の体高では、いずれの計側値も長岡弥生牛より小さいが、埼玉県皆野町の土師文化期牛の
l 7) 

それよりわずかながら大きい。

l 9) 

最後に中足骨の比較について述べる。本牛の中足骨最大長は、現世の在来牛である見島牛 3例
l 9) 

のいずれよりも大きく、また黒毛和牛のメスをもわずかにしのいでいる。しかし黒毛和牛のオス

よりはだいぶ小さい値である。本牛の特徴はその他に、近位端の最大幅が比較的小さく長幅率 (

讐 X100)も11.27と第8表の比較表のなかでは 4番目に小さい値である。

結局のところ、本牛の中足骨は現世黒毛和牛のメスに最も近い大きさをもっており、ごく大ざっ ， 

ばな推定で125cm前後の体高を有していると思われる。

足根骨、指骨については計側値だけを第9・10・ 11表に示しておく。

川 まとめ

長野県佐久市の池畑遺跡から共伴して出土した 9世紀頃の 5頭分の馬歯と 1頭分の牛歯・牛骨

について記載した。馬歯は 3個の上顎と 2個の下顎に植立していたもので、それぞれの顎骨は別

個体に属する。

1号馬ー1オ前後で性別不明。上顎の乳臼歯はほぽ同時代の群馬県の大久保A遺跡出土のもの

よりも現世のサラプレッドに近い形状を有しているが、大きさの点で後者よりだいぶ小さい。

2号馬ー12オ前後で、性別不明。現世中型在来馬ほどの大きさを有し、長野県野火付遺跡出土
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の4号馬にほぽ匹適する大きさだったと推定される。左右の上顎第三臼歯の後小窓が遠心側へ開

いている。

3号馬ー10オ前後で、性別不明。現世中型在来馬の御崎馬ほどの大きさを有し、当時の馬とし

ては大きい方である。

4号馬ー13-14オで、性別不明。朝鮮の済州島馬に近い大きさで、日本の近世以前の馬として

は小さい方である。

5号馬ー15-18オで、性別不明。体高110cm弱のかなり小型の個体と推定される。

牛一性別不明の成獣である。後臼歯列長の大きさでは朝鮮牛に等しい。 中足骨は幅が小さいの

が特徴で、その大きさは現世黒毛和牛のメスに近く 、本牛が125cm前後の体高であることを示して

いる。歯は歯冠高のわりに歯冠幅が小さい。

おわりに、本稿をまとめるにあたり多数の方々にお世話になった。木内捷氏をはじめとする長

野県佐久埋蔵文化財調査セ‘ノクーの職員の皆様には本資料の調査の機会を与えていただき、出土

資料について多くのご教示をえた上に、有益な討論をしていただいた。御代田町教育委員会の堤

隆氏には、本資料についてのご紹介をいただき、古代の佐久市付近の馬事情についてご教示をえ

た。日本大学松戸歯学部｀の三島弘幸博士には比較標本を貸していただき、研究上のご助言を賜っ

た。以上の方々には、ここで改めて深く御礼申し上げる次第です。

第1表 馬全臼歯列長計測値一覧表 （単位 mm) 

標 本 時 代 上顎全臼歯列長 下顎全臼歯列長

池 畑 1号馬

” 2号馬 166 0土

” 3号馬 奈良～平安 167 2 

” 4号馬 152 7 

” 5号馬 114 8 

大久保A5>0AII2号馬
平安

169.4 173.0 
II OAII3溝1号馬 155 6 

十 三，宝 塚5)
” 

野火付8) 1号馬 161.0 

” 2号馬 165.5 

” ” 3号馬 163.0 

” 4号馬 166.2 

下佐野10) 1号馬
近世～近代

156.0 154.0 

” 2号馬 141.0 143 0 

中 尾11) 馬 ” 146 0 149.0 

木曽馬6) 最大 184 0 193.0 

” 最小 現世 162 5 168 0 

” 平均 173.Z(N = 6) 1799CN=6) 

御崎馬7)平均(N=8) ” 163 8 167 2 

卜 力 ラ 馬9) ” 157 0 

済 州 島 馬6) ” 151.0 154 0 
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第2表 馬臼歯計測値一覧表 （単位 mm) 

時代 標 本 部位 第 2前臼歯 第 3前臼歯 第4月1」臼歯 第 1後臼歯 第 2後臼歯 第 3後臼歯

1号馬
歯冠長 35 8 29 5 24 3 26 7 29 3 
歯冠幅 21. 8 23.4 21 8 22 3 25 0 

（上顎）
歯冠高 33. 6 36. 7 79 7 59 6 36 7 

2号馬
歯冠長 za o+ 28 6 26 0 23.9 24 5 29.3 

奈
池
（上顎）

歯 冠 幅 26 3 26 2 26.3 25.6 25 4 
歯冠高 16.5 29 3 38 4 32 3 40 2 36 7 

良

4号馬
歯冠長 34 0 27 1 24 2 21.2 22 2 25.4 

I 畑 歯冠幅 22 7 24 7 25 4 25 3 23.l 20.5 
（上顎）

歯冠高 22 0 31 4 37 0 31 0 38.6 37 4 平

安 3号馬
歯冠長 31 8 26 7 25 8 24 2 25.1 34 2 

馬
（下顎）

歯冠幅 14 2 16. 4 16 6 15.2 14.3 12 3 
歯冠高 24 8 29.3 38. 7 33 7 44. 9 37 3 

5号馬
歯冠長 23 3 22 2 20.8 20 5 28 0 

（下顎）
歯冠幅 14.0 13 4 13 2 12 1 11 4 
歯冠高 17 7 23 9 24 4 30 1 23 0 

OAII2号馬 歯冠長 38 8 28 3 27 3 24 5 26 1 30.6 
（上顎） 歯冠幅 24 5 27 4 27 0 26 4 25.2 23 3 

ざ OAII2号馬 歯冠長 33 2 28 0 27 4 25 4 27 .2 34.4 
久 （下顎） 歯冠幅 14 7 16 2 16 1 14. 9 14 1 13 5 

保 OAII3溝 歯冠長 26.4 25 6 21 8 25.4 22 1 
A （1上号顎馬） 歯冠幅 23. 0 25.0 25.8 23 0 22.3 24 0 
馬 OAII3溝 歯冠長 30.l 24 8 23.6 21 4 22.2 31 0 

清喜 歯冠幅

平
歯冠長 37. 7 30 7 27 6 25 8 26 2 24 0 十5) 
歯冠幅 23 8 26 7 25 8 25 4 23 6 20 6 

贔 歯冠長 32 2 , 28 8 28 2 25 4 26 6 28 6 
馬 歯冠幅 14 1 16.4 14 6 14 3 14 3 11. 7 

安
1 号 歯冠長 31 4 26.0 24 0 21 7 22.2 31 7 
（下顎） 歯冠幅

2 号 歯冠長 33 7 28 8 26 2 26 0 26 2 28.6 8) 
（下顎） 歯冠幅 15 0 17 7 16 5 15 7 13 5 12.5 野

火
3 号 歯冠長 31 0 25 7 25 0 22 0 23.6 36.6 
（下顎） 歯冠幅 14. 4 16.4 16 3 16 3 14. 0 12.7 

付
平均 歯冠長 32 0 26.8 25.1 23.2 24.0 32.3 

馬 （下顎） 歯冠幅 14 7 17.05 29 5 16 0 13 8 12.6 

平均 歯冠長 27 6 25.0 26.3 24 .4 29 7 
（上顎） 歯冠幅 16.1 15.2 13.8 14 4 13 1 

10) 
（上顎）

歯冠長 35 4 25 0 24 7 20 4 23.2 33 0 

4 歯冠幅 22 5 25 0 25.3 21.8 18 9 21 9 
近 野

歯冠長 34 6 23 6 23 5 21.8 22 0 30 6 
世 II （下顎）
馬 歯冠幅 20 9 17 9 14 3 13.5 11 7 12 5 

I 

近 II) （上顎）
歯冠長 32 8 23 8 23 0 20 4 31 0 

代 闊
歯 冠 幅 20.4 22 3 24 8 24 2 23 1 

馬 （下顎）
歯冠長 30 7 22 6 22 6 21 5 21 5 30.1 
歯 冠 幅

I 
門7)

（下顎）
歯冠長 33 0 32 0 31 0 26 0 31 0 
歯冠幅 14 0 17 0 16 0 15 0 14. 0 

ト9)
歯冠長 31.0 27 0 25 0 24 0 25 0 26.0 力

（下顎）ラ
歯 冠 幅 14. 0 16.0 15 5 15 0 13 0 11.0 ! 渇

歯冠幅はエナ メル幅
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第 3表 馬乳臼歯計測値一覧表 （単位 mm)

池畑 1号馬（奈良～平安） 大久保LE平安） サラプレッド（現世）

歯冠長歯冠幅幅率歯冠高 歯冠長歯冠幅幅率歯冠高 歯冠長歯冠幅幅率歯冠高

第 2乳臼歯 12.0 

第 3乳臼歯 27 7 22 4 80 9 13.0 30 4 20.4 67.1 29 8 24.0 80 5 13.0 

第 4乳臼歯 28 2 22 .4 79.4 19.4 32 1 19 4 60.4 30 0 24.0 80.0 13 8 

第 4表 馬切歯計測値一覧表 （単位 mm)

池畑 1 号馬 サラプレッド （現世）

歯冠長 歯冠幅 歯冠高 歯冠長 歯冠幅 歯冠高

左第 1切歯 18.1 10.4 35 6 

右第 1切歯 18 9 10.3 36.5 20 7 12.1 

右第 2切歯 16.3 8.7 16.4 17.6 9.0 

第 5表 家牛全臼歯列長計測値一覧表 （単位 mm) 

池畑牛 長岡弥生牛17) 朝鮮牛18) 九州牛18)

上顎全臼歯列長 132.0 

上顎前臼歯列長 47.7(+?) 51. 0 48.0 

上顎後臼歯列長 82 1 82 0 80.0 

下顎全臼歯列長 138.3 137 .2 

下顎前臼歯列長 50.5 49.8 

下顎後臼歯列長 87.7 87 4 

第6表 家牛臼歯計測値一覧表 （） 内は最大部分

時代 標 本 第2前臼歯 第3前臼歯 第4前臼歯 第1後臼歯 第2後臼歯 第3後臼歯

歯冠長 上顎 13.4+ 17 4 17 8 26.0 29 6 27 8 
奈良 池 下顎 13 .1 20 7 20 3 24 0 27 1 38.2 

歯冠幅 上顎 10 4+ 14 8 14 4+ 19 4 22 0 (217 2. 8 3) 
I (15. 2) (2£.6) 

下顎 9 1 10.0 10. 9 14 8 14 6 14.8 
平安 畑 歯冠古 上顎 22 0 25 7 29 2 26 4 38 4 45 0 

向下顎 17 4 20.4 23.2(L) 24 5 28.4 23 1 

11: 
歯冠長 上顎

弥
静 下顎 10.8 19 3 21.8 23 3 26 2 38 1 

生
岡 歯冠幅 上 顎
長 下 顎 8 4 11 7 12 1 15 8 16. 9 17 8 

？ 
岡 歯冠高 上 顎

下 顎 13 2 19 3 20 2 19 5 27.7 27 8 

古

大阪1 7 ) 
歯冠長 上 顎

28 9 31 0 下 顎
四

歯冠幅 上顎

i 下 顎 16 3 14.8 
墳 歯冠高 上 顎

下顎 41 5 54 0 35.0 

17) 
歯冠長 上顎 25 0 25.0 29 5 

土 長
下 顎

師
野
歯冠幅 上顎 21.8 22 9 22. 9 

平
？ 出

下 顎
歯冠高上 顎 18 7 26 0 41.0 
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第 7表 家牛下顎骨計測値一覧表 （単位 mm) 

標 本 歯隙中央 第 2前臼歯 第 3前臼歯 第 4前臼歯 第 1後臼歯 第 2後臼歯

池 畑 25.0 35.0 39.2 42.0 45 6 51 6 
下 （奈良～平安） (Li) (Li) (Li) 

顎 静岡長岡 17) 28 0 45.5 49 8 52 5 59.0 62.4 
体 （弥生）

高 埼玉皆野17) 18 5+ 2s o+ 34 o+ 44.0+ 51.5+ 59 0 
（ 土師）

池 畑 12 6 16 7 19 2 21 5 24 8 26 1 
下 (R) (R) (R) (L) CL) (L) 

顎 静岡長岡17) 16 8 22 3 23 4 26 8 28.0 29 2 
体

厚
埼玉皆野17) 12.6 16 4 - 19 0 22.5 24.8 24 5 

第8表 家牛中足骨計測値一覧表 （単位 mm) 

奈良～平安 現
世 19)

部 位 見 島 牛 現代黒毛和牛
池 畑

No. l No. 2 No. 3 含(N= 5) 早(N= 5) 

1 最大長 I 223.7 197.0 208 0 213.0 232.2 222.1 

2 外側の長さ 213.8 195.0 205 0 210.0 224 4 216 4 

3 骨軸長 219.7 

4 内側の長さ 209.4 192.0 201.0 207.0 220.2 213 2 

7 遠位端矢状櫛の長さ 20.9 

8 滑車間隙の長さ 20 0 ， 近位端の最大幅 43 0 43 0 42.0 47 0 60.0 50 9 

10 近位関節面の最大幅 43.0 
11 骨体の最小幅 25 1 24.0 22.0 22.5 32 0 25.6 

12 遠位端の最小幅 47.3 47 0 46.0 46.0 59 4 50 4 

認 骨体遠位部の最大幅 51.5 48.0 46 0 46.0 61. 4 51 2 

14 遠位端の最大幅 51.6 

15 遠位関節面の最大幅 51.6 49.0 51 0 50.0 63.6 54.3 

23.0・ 23.0 24.0 24.0 29 2 25 4 

16 滑車遠位端の最大幅 23.4 22.0 23.0 22 0 29.0 24.8 

17 内側関節面の幅 25.7 

18 近位骨端の径 43 1 42 0 37.0 39.0 56.8 47.3 

19 近位関節面の最大径 40 8 

20 骨体の最小径 23 9 23 0 23.0 23 0 29.7 26 2 

21 骨体遠位部の径 29.3 27 0 28 0 26.0 35.9 31.3 

22 遠位端の最小径 28.3 25.0 26 0 25.0 31. 7 27.7 

23 遠位関節縦櫛の最大径 31.1 28 0 29土 30.0 39 0 32.8 

24 内側関節面の径 23.0 22.0 22 0 22.0 27 8 23 1 

26 滑車の矢状径 29.8 

骨体最小幅(II)XlOO 
最大長(1)

11 22 12.18 10.58 10.56 13 78 11 53 
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第 9表 家牛踵骨計測値一覧表 （単位 mm) 第10表 家牛基節骨計測値一覧表（単位 mm)

部 位 計測値 部 位 計測値

1 全長 130.0 1 外側長 57.5 

3 踵骨体長 95 3 2 内側長 55 6 
4 載距突起関節面長 30 0 3 矢状長 50 3 
5 踵骨隆起幅 29 7 4 近位端最大幅 27 1 

6 最大幅 39 8 5 近位関節面内側幅 11 1 
7 最小幅 15.4 6 骨体最小幅 22.0 
8 前突起幅 16.5 7 骨体遠位最大幅 24.0 ， 踵骨隆起径 35 5 8 遠位関節面最大幅 25.3 
10 踵骨最大径 39.0 ， 遠位関節面内側幅 10 3 
12 立方骨関節面長 34.6 10 近位骨端最大径 32.4 

13 立方骨関節面幅 19 3 12 骨体最小幅部の径 23.8 
15 後距骨関節面長 28 4 13 骨体最小径 17.9 

16 後距骨関節面幅 30.3 14 遠位関節面内側径 19 8 

15 遠位関節面外側径 18 0 

第11表 家牛距骨計測値一覧表 （単位 mm)

部 位 計測値

1 外側滑車長 60 8+ (2土）

2 内側滑車長 56.8+ (1土）

3 滑車最大長 35.4 

4 滑車溝長 14 8 

5 近位部幅 44 3 

6 距骨最大幅 44.3 

7 遠位関節端の幅 41. 2 

8 距骨体最小幅 37.6 ， 滑車最大対角線長 51 6+ 

10 距骨径 35 6 

13 外側踵骨関節面長 9.9 

14 外側踵骨関節最大幅 27.1 

15 中踵骨関節面長 39.5 

16 中踵骨関節面最大幅 30.1 
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後 記

今回、佐久建設事務所が行う県道香坂・中込線バイパス改良工事事業（高速道路関連工事専用

道路）が池畑・西御堂両遺跡を通過する計画がなされ、これに伴なう緊急発掘調査を行うことに

なりました。

本調査において、調査団の編成から調査各段階において御配慮をいただいた、佐久市教育委員

会 ・地元安原区の区長谷津延氏 ・堀篭常人氏をはじめ区民の皆様方の深い御理解と御援助によっ

て調査を充実したものにすることが出来たことを心から御礼申しあげます。又、年の瀬も迫る11・

12月と多忙のなかを、現地調査に、続いて整理調査に参加してくださった協力者の皆様の熱意と

並びに獣骨鑑定をお願いした、群馬県立前橋第二高等学校教諭宮崎重雄先生の御指導と御協力に

より、ここに報告書を発行できることを改めて感謝の意を表する次第です。

安原を中心とする湯川左岸の此の台地には、埋蔵文化財の分布が多く、重要な遺跡地帯です。

本調査は、池畑・西御堂両遺跡のほんの一部分であり、調査対象面積も小さかったために、検

出遺構は池畑遺跡で、竪穴住居址 2棟・土坑 1基・溝状遺構2基。西御堂遺跡では、土坑 2甚で

ありましたが、出土遺物として、弥生時代終末期から古墳時代初頭ではないかと思われる、佐久

地方に於て、今までにその類例を見ない貴重な土器等の検出を、又、家畜化した古代の馬の頭骨

並びに牛の骨等の検出を見ました。これらの土器は、弥生時代終末期から古墳時代にかけての土

器の編年に大きな課題を与えられた事を認識し、さらに、獣骨の検出に於ては、地域に於ける原

始・古代の生活、特に埋葬と風習等の研究と解明の責任を感じました。その意味からも今後、更

に各位の御指導を賜わり、本報告書を総合研究調査の足掛りとしたい所存です。

（黒岩）
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筒畑遺跡群・描久保遺跡群付近航空写巽（東洋航空事業株式会社撮影C6-11) 
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1. 第 1号住居址（南方より）

2. 第 1号住居址炉址（南方より）
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2. 第 1号土坑牛馬骨出土状況 （南方より ）



図

版

八

一

}
i
'
 

点」一

ぐ

r
4
 

a

ぐヽ羹．↑

と

1. 第1号土坑遺物出土状況（北方より）

3. 第 1号土坑遠物出土状況（東方より）

2. 第 1号土坑遺物出土状況 （南方より）

4. 第 1号土坑遺物出土状況 （束方より）

5. 第 1号土坑（西方より）
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1. 西御堂遺跡遠景 （東方より）

2. 西御堂遺跡全景 （東方より）
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2. 第 1号住居址出土土器
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4. 第 1号住居址出土土器
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6. 第 1号住居址出土土器 1 第 1・2号住居址出土壺形土器
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1. 第2号住居址出土土器
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2. 第2号住居址出土土器



20-2a 4. 第 2号住居址出土土器

第2号住居址出土土器

図

版

＋

20-4 

21-6 

5. 第 2号住居址出土土器
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3. 第2号住居址出士土器 6. 第 2号住居址出土土器
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4. 第 2号住居址出土土器 1 第2号住居址出土土器
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1. 第1号土坑出土土器 2. 第 1号土坑出土土器
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3. 第 1号土坑出土土器
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1. 第 1号土坑出土土器 2. 第 1号住居址出土石器
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3. 第 2号住居址出土石器 ・土製品
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